
祭　儀 ■ 月次祭　２月１日（木）　午前10時　神殿　■ 建国記念祭　２月11日（日・祝）　午前11時　神殿

「
春
王
正
月
」

　

睦
月
立
つ

　
　

春
の
し
づ
け
さ
を
步
み
出
で
ゝ
、

　
　
　

に
日
あ
た
る

 
ひ
と
つ
木キ

を
見
つ　

 
（「
遠
や
ま
ひ
こ
」
）

 

釈　

迢
空

1
2018

No. 664

主な内容 ■２面／「渋谷４大学包括協定」締結　■３面／平成29年度第１回学生部長賞　■４・５面／高校生向けコンテスト入賞者決定　
■６・７面／特集　戌年注目の院友「作家・若合春侑さん」　■８・９面／インフォダイジェスト

K : D N A最終面から ■Ⅰ面／第94回箱根駅伝　■Ⅱ面／沿道で見た箱根駅伝　■Ⅲ面／学生記者が行く！「パラアイスホッケー日本代表を直撃」

平成30年１月10日㈬　　定期号（毎月10日発行） １部20円
［発行］国学院大学　［編集］総合企画部広報課　〒150-8440 東京都渋谷区東四丁目　［電話］03（5466）0130　［FAX］03（5466）0528

魅
力
あ
る
教
育
の
実
現
へ
好
機

　

歳
旦
祭
（
斎
主
・
大
野
靖
仁
神
殿
奉
斎
員
・
神
道
研
修
事
務
部
長
）
が
、
１
月
１

日
午
前
11
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
神
殿
で
執
り
行
わ
れ
た
。
坂
口
𠮷
一
理
事

長
、
赤
井
益
久
学
長
を
は
じ
め
、
本
法
人
傘
下
諸
学
校
の
役
教
職
員
・
学
生
な
ど
が

参
列
し
、
今
年
一
年
の
平
安
と
、
本
法
人
の
隆
昌
を
祈
念
し
た
。
そ
の
後
、
若
木
タ

ワ
ー
18
階
の
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
直
会
（
新
年
祝
賀
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

坂
口
理
事
長
は
、「
今
年

が
、
成
果
が
上
が
る
年
と
す
べ

く
『
オ
ー
ル
国
学
院
』
を
胸
に

教
育
機
関
の
教
職
員
一
丸
と
な

っ
て
邁
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

18
歳
人
口
が
減
っ
て
い
く
『
大

学
淘
汰
の
時
代
』
に
入
っ
て
き

た
。
こ
の
５
年
間
が
我
々
に
と

っ
て
将
来
を
左
右
す
る
大
事
な

時
期
。
各
教
育
機
関
が
21
世
紀

研
究
教
育
計
画
（
第
4
次
）
に

沿
っ
て
遂
行
で
き
る
よ
う
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
、
財
政
基
盤
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、
赤

井
学
長
は
「
大
学
は
『
量
か
ら

質
へ
』
が
合
言
葉
に
な
っ
て
い

る
。
質
の
保
証
・
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
し
た
。

歳
旦
祭
を
斎
行

　

平
成
30
年
戊
戌
の
年
を
迎
え

た
。
昨
年
の
世
界
を
振
り
返
れ

ば
、
米
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就

任
を
は
じ
め
と
す
る
自
国
第
一
主

義
が
世
界
的
に
広
が
り
を
み
せ
る

な
ど
不
安
定
要
素
が
顕
在
す
る
一

年
だ
っ
た
。
国
内
に
目
を
向
け
れ

ば
、
天
皇
陛
下
の
ご
譲
位
が
来
年

４
月
末
に
決
ま
り
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
、
Ｉ
Ｔ
革
命
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
激
動
と
も
い
え
る
時
代

が
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

２
年
半
後
に
迫
っ
た
東
京
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
世
界

か
ら
日
本
が
注
目
さ
れ
る
一
方

で
、
こ
の
国
は
高
齢
化
や
人
口
減

少
を
は
じ
め
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
特
に
少
子
化
に
よ
り
受

験
期
の
18
歳
人
口
が
急
減
す
る

「
２
０
１
８
年
問
題
」
は
、
質
の

高
い
教
育
の
実
現
を
大
学
に
厳
し

く
問
い
か
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
潮
流
の
中
、
国
学
院

大
学
は
、
21
世
紀
研
究
教
育
計
画

（
第
４
次
）
に
掲
げ
た
「
人
文
・

社
会
科
学
系
の
標し

る
べ
」
を
、
い
か
に

実
現
さ
せ
る
か
―
。
昨
年
の
創
立

１
３
５
年
の
節
目
を
経
て
、
新
た

な
５
年
、
10
年

へ
向
け
、
学
生
、

教
職
員
、
卒
業
生

そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
と

挑
戦
は
続
く
。

　

今
季
は
人
間
開
発
学
部

と
教
育
開
発
推
進
機
構
が
開

設
10
年
目
を
迎
え
る
。
社
会

の
要
請
に
応
え
、
建
学
の
精

神
に
基
づ
く
「
人
づ
く
り
」
に

か
け
る
真
っ
す
ぐ
な
思
い
を
さ
ら

に
飛
躍
さ
せ
る
好
機
と
い
え
る
。

　

新
年
を
飾
る
今
号
で
は
戌
年
を

テ
ー
マ
に
、
戌
年
生
ま
れ
の
院
友

に
新
年
の
抱
負
を
伺
っ
た
ほ
か
、

民
俗
学
の
専
門
家
か
ら
干
支
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
寄
せ
て
も

ら
っ
た
。

 

【
６
・
７
面
詳
報
】

ー
と
な
り
話
題
を
呼
ん
だ
▼「
ラ
ッ
コ

は
お
気
に
入
り
の
石
を
な
く
す
と
、ご

は
ん
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
」「
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
は
愛
想
笑
い
を
す
る
」―
。「
洗

練
さ
れ
た
能
力
が
あ
る
動
物
た
ち
だ
か

ら
過
酷
な
自
然
環
境
を
生
き
抜
け
る
」

と
い
う
我
々
の
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
を
覆

す
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
あ
ふ
れ
て
い
る
▼
登

場
す
る
動
物
た
ち
の「
ざ
ん
ね
ん
」は
進

化
の
過
程
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。自
然

の
中
で
生
き
抜
き
、種
を
残
し
て
き
た

が
ゆ
え
に
多
様
な「
ざ
ん
ね
ん
」が
生
ま

れ
る
。そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
自
然
界

が
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
▼「
い
ま
は
ざ
ん
ね
ん
に
思
え
て
も
、

こ
れ
か
ら
生
き
残
る
た
め
に
じ
つ
は
大

切
な
能
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
」。自
己

と
他
者
を
比
較
し
、時
に
悦
に
浸
り
、時

に
焦
り
嫉
妬
す
る
人
間
の
弱
さ
を
こ
の

一
冊
は
見
透
か
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

も
思
え
る
。

　

戌
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。株
式
市
場

の
相
場
格
言
で「
戌
笑
う
」と
呼
ば
れ
、

縁
起
の
良
い
年
と
さ
れ
る
。上
昇
が
続

く
日
経
平
均
株
価
の
恩
恵
に
期
待
す
る

読
者
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
▼
国
内
の

ペ
ッ
ト
数
は
、昨
年
初
め
て
猫
の
数
が

犬
を
上
回
っ
た
と
い
う
。猫
ブ
ー
ム
に

加
え
、飼
い
主
の
高
齢
化
や
一
人
暮
ら

し
世
帯
の
増
加
も
影
響
し
て
い
る
よ
う

だ
。太
古
の
昔
か
ら
人
間
の
営
み
を
支

え
親
し
ま
れ
て
き
た
生
き
物
が
、現
代

社
会
の
中
で
は
、必
要
以
上
に
手
間
が

か
か
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
。愛
犬
家
に
は
寂
し
い
話
題
だ
▼

動
物
と
い
え
ば
出
版
界
で
、今
泉
忠
明

監
修
の『
お
も
し
ろ
い
！
進
化
の
ふ
し

ぎ　

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
』シ

リ
ー
ズ（
高
橋
書
店
）が
、ベ
ス
ト
セ
ラ

初日の出の陽射しを浴びる若木タワー＝１月１日
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平成30年度一般入試 出願始まる
　平成30年度の本学一般入学試験の出願が
１月４日から始まった。大学入試センター試
験利用入試Ｖ方式（Ⅰ期）は12日（金）、一
般入試Ａ日程は19日（金）、同Ｂ日程は２月
19日（月）、大学入試センター試験利用入試
Ｖ方式（Ⅱ期）３月３日（土）まで出願を受
け付ける（当日消印有効）。

博物館
企画展「いのちの交歓―残酷な
ロマンティスム―」がスタート
　国学院大学博物館で企画展「いのちの交歓 
―残酷なロマンティスム―」（岡本太郎記念
館協力）が昨年12月16日から始まった。今
回の展示は生命観を問い直す試みで、岡本太
郎作品計９点、現代芸術作品、遺跡出土品な
どさまざまな資料を展示している。
　初日のオープニングイベントでは、ドキュ
メンタリー映画「久高オデッセイ 第3部 風
章」（沖縄映像文化研究所）上映と上智大学特
任教授の鎌田東二氏による解説が行われた。
　同企画展では、関連イベントとして、２月
10日（土）午後３時から画家の田中望氏と
彫刻家の藤原彩人氏によるトークセッション
を、24日（土）午後３時から当館の石井匠
学芸員（岡本太郎記念館客員研究員）による
ミュージアムトークを開催する。いずれも予
約不要、入場無料。会期は、２月25日(日)
まで。

日本人の仮装文化を２氏が講演
　国学院大学博物館で行われた特集展示「祭
礼と仮装（コスプレ）」の関連企画として昨
年12月９日に講演「祭礼と仮装風流」が渋
谷キャンパス120周年記念１号館1103教室で
開催された。
　仮装文化の一つ「俄

にわか

」をテーマに武蔵大学
の福原敏男教授と大阪芸術大学の西岡陽子教
授が講演し、当時の個性的な仮装を絵画や映
像資料を使いながらユーモアたっぷりに紹介
した。

S-SAP協定
区・加盟団体 協働へ親睦を深める
　学校法人国学院大学が加盟する「シブヤ・
ソーシャル・アクション・パートナー協定
（S-SAP協定）」の懇談会が昨年12月21日に
渋谷キャンパス有栖川宮記念ホールで行われ
た。同協定は、渋谷区と民間企業や大学など
の持つ技術やノウハウを活用し、協働して地
域社会の課題解決を図るためのもの。本法人
は昨年７月に区と協定を締結した。
　懇談会には、渋谷区・協定加盟の企業15
社・４大学から約60人が参加。大学・来賓
代表として挨拶に立った赤井益久学長は「渋
谷に拠点をおく企業・大学・ＮＰＯ等が連携
しあい、よりよい社会に結びつけていけれ
ば」と今後の抱負を語った。

「渋谷４大学包括協定」締結

国
内
外
派
遣
研
究
員
決
ま
る

「
渋
谷
４
大
学
包
括
協
定
」を
締
結
し
た（
左
か
ら
）青
山
学
院
大
学
の
三
木
義
一
学

長
、赤
井
益
久
学
長
、実
践
女
子
大
学
・
同
大
学
短
期
大
学
部
の
城
島
栄
一
郎
学
長
、聖

心
女
子
大
学
の
岡
崎
淑
子
学
長
＝
い
ず
れ
も
昨
年
12
月
19
日
、東
京
都
渋
谷
区
の
青

山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　

本
学
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
都
渋
谷

区
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
も
つ
４
大
学
が

昨
年
12
月
19
日
、
各
大
学
の
持
続
的
な

発
展
と
新
た
な
価
値
の
創
造
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
包
括
協
定
を
青

山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
締
結

し
た
。

　

「
渋
谷
４
大
学
包
括
協
定
」
は
、
本

学
を
は
じ
め
、
青
山
学
院
大
学
、
実
践

女
子
大
学
・
同
大
学
短
期
大
学
部
、
聖

心
女
子
大
学
の
４
大
学
が
連
携
し
、
世

界
か
ら
人
や
モ
ノ
が
集
ま
る
渋
谷
の
地

か
ら
、
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
交
流

な
ど
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
狙
い
。

　

今
後
は
４
大
学
間
の
単
位
互
換
を
は

じ
め
、
施
設
の
相
互
利
用
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
く
。
留
学
生
受
け
入
れ

の
促
進
や
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
共

通
の
課
題
に
も
協
力
し
て
取
り
組
む
。

　

赤
井
益
久
学
長
は
締
結
式
で
「
相
互

協
力
は
地
域
社
会
に
と
っ
て
も
有
意
義

な
こ
と
だ
と
思
う
。
大
学
が
も
つ
伝
統

や
文
化
、
学
術
資
産
を
基
に
社
会
に
貢

献
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
」
と

期
待
を
込
め
た
。

　

青
山
学
院
大
学
の
三
木
義
一
学
長
は

「
渋
谷
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を

生
か
し
、
魅
力
を
発
信
し
た
い
」、
実

践
女
子
大
学
・
同
大
学
短
期
大
学
部
の

城
島
栄
一
郎
学
長
は
「
渋
谷
を
テ
ー
マ

に
し
た
研
究
会
な
ど
も
共
同
で
行
い
た

い
」、
聖
心
女
子
大
学
の
岡
崎
淑
子
学

長
は
「
社
会
人
や
外
国
人
に
向
け
た
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
一
緒
に
開
催
し
て

い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
た
。

　

国
学
院
大
学
の
平
成
30
年
度
派

遣
研
究
員
「
研
究
課
題
」
研
修

先
、
派
遣
期
間
が
次
の
通
り
決
定

し
た
。

【
国
内
派
遣
研
究
員
】

◇
文
学
部
…
山
西
治
男
教
授
「
英

米
文
学
・
文
化
研
究
―
G
・
ロ
ッ

ク
リ
ン
を
中
心
に
」
国
学
院
大
学

図
書
館
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

立
大
学
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
（
米

国
）、
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３

月
31
日
▽
呉
鴻
春
准
教
授
「
齋
藤

拙
堂
の
文
論
と
明
清
の
文
学
思

潮
」
三
重
県
立
図
書
館
、
東
洋

文
庫
、
復
旦
大
学
中
文
科
（
中

国
）、
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３

月
31
日
▽
中
村
正
明
准
教
授
「
安

永
・
天
明
期
（
１
７
７
２
〜
１
７

８
９
）
に
刊
行
さ
れ
た
黄
表
紙
初

期
の
作
品
や
戯
作
類
を
中
心
に
研

究
を
行
う
。
特
に
、
黄
表
紙
を
創

始
し
た
と
す
る
恋
川
春
町
に
つ
い

て
、
黄
表
紙
の
み
な
ら
ず
彼
の
携

わ
っ
た
狂
歌
、
狂
文
な
ど
の
全
て

の
戯
作
活
動
を
考
究
す
る
」
国
学

院
大
学
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書

館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
な

ど
、
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月

31
日

◇
法
学
部
…
植
村
勝
慶
教
授
「
イ

ギ
リ
ス
の
王
位
継
承
制
度
と
日
本

の
皇
位
継
承
制
度
の
比
較
憲
法
的

考
察
」
国
学
院
大
学
法
学
部
研
究

室
お
よ
び
法
学
資
料
室
、
国
立
国

会
図
書
館
議
会
官
庁
資
料
室
、
４

月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
▽

高
橋
信
行
教
授
「
第
3
共
和
政
末

期
か
ら
第
5
共
和
政
初
期
ま
で
の

フ
ラ
ン
ス
公
法
学
の
展
開
―
ル
ネ

・
カ
ピ
タ
ン
を
中
心
に
―
」
慶
応

義
塾
大
学
、
国
学
院
大
学
、
４
月

１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

◇
経
済
学
部
…
髙
木
康
順
准
教
授

「
耐
久
消
費
財
支
出
と
企
業
の
労

働
需
要
・
投
資
を
共
通
の
基
盤
か

ら
導
出
し
、
マ
ク
ロ
経
済
成
長
の

変
動
を
説
明
す
る
統
合
的
な
モ
デ

ル
を
構
築
し
、
日
米
の
S
N
A

デ
ー
タ
か
ら
実
証
す
る
」
慶
応
義

塾
大
学
産
業
研
究
所
、
４
月
１
日

〜
平
成
31
年
３
月
31
日

◇
神
道
文
化
学
部
…
遠
藤
潤
准
教

授
「
19
世
紀
日
本
に
お
け
る
神
道

・
宗
教
の
編
成
過
程
に
関
す
る
研

究
―
平
田
国
学
の
総
合
的
再
検
討

を
中
心
と
し
て
―
」
国
立
国
会
図

書
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

秋
田
県
公
文
書
館
、
京
都
学
・
歴

彩
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

東
京
都
公
文
書
館
、
豊
橋
市
立
中

央
図
書
館
な
ど
、
４
月
１
日
〜
平

成
31
年
３
月
31
日

◇
教
育
開
発
推
進
機
構
…
新
井
大

祐
准
教
授
「
中
世
期
に
お
け
る
古

代
成
立
文
献
の
『
神
書
』
と
し
て

の
受
容
等
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

―
『
古
事
記
』
と
そ
の
周
辺
―
」

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
、
国

文
学
研
究
資
料
館
、
国
立
国
会
図

書
館
、
国
学
院
大
学
図
書
館
、
国

学
院
大
学
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
、

４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

【
国
外
派
遣
研
究
員
】

◆
文
学
部
…
笠
間
直
穂
子
准
教
授

「
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

・
ラ
ミ
ュ
に
お
け
る
空
間
描
写
」

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
文
学
部
ロ
マ
ン

ド
文
学
研
究
所
（
ス
イ
ス
）、
４

月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

◆
法
学
部
…
稲
垣
浩
准
教
授
「
日

本
と
の
比
較
を
通
じ
た
戦
後
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
地
方
制
度
改
革
の

歴
史
的
分
析
」
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
（
英
国
）、
10

月
１
日
〜
平
成
31
年
９
月
30
日

◆
経
済
学
部
…
大
西
祥
惠
教
授

「
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る

人
々
を
対
象
と
し
た
社
会
政
策
に

関
す
る
研
究
：
イ
ギ
リ
ス
と
日
本

を
事
例
と
し
た
比
較
研
究
」
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
大
学
（
英
国
）、
10
月

１
日
〜
平
成
31
年
９
月
30
日

「渋谷４大学包括協定」の締結にあたり挨拶する赤井学長
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学
生
部
は
平
成
29
年
度
第

１
回
学
生
部
長
賞
を
３
団
体

と
15
人
に
贈
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
同
賞
は
課
外
活
動
に

お
い
て
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
、
本
学
の
名
を
大
い
に

高
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
も

の
。
表
彰
式
は
３
月
に
実
施

す
る
予
定
。

　

団
体
の
部
で
は
Ｕ
Ｓ
Ａ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
＆
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ

ｅ
ｇ
ｅ　

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ

ｌ
ｓ
２
０
１
７
全
国
大
会
の

大
学
編
成
Ｐ
ｏ
ｍ
部
門
Ｓ
ｍ

ａ
ｌ
ｌ
で
優
勝
し
た
ド
リ
ル

競
技
部
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｓ
な
ど
が

受
賞
。
個
人
の
部
で
は
第
29

回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技

大
会
柔
道
男
子
60
㌔
級
で
優

勝
し
た
藤
阪
泰
恒
選
手
（
健

体
３
・
柔
道
部
）
が
３
年
連

続
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

受
賞
団
体
・
個
人
は
別
表

の
通
り
。

　

平
成
29
年
度
関
東
学
生
ス

ポ
ー
ツ
射
撃
選
手
権
大
会
秋

季
大
会
の
50
㍍
ラ
イ
フ
ル
伏

射
60
発
競
技
男
子
個
人
で
準

優
勝
を
果
た
し
た
射
撃
部
・

小
林
直
人
選
手
（
史
４
）
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
Ｋ
：
Ｄ
Ｎ

Ａ
Ⅱ
面
に
掲
載
。

大学院講演会　
学統や研究の変遷を語る
　本学大学院は、進学希望者を対象に、講演
会・進学相談会を昨年12月９日に行った。
　講演会では、豊島秀範文学部教授が「学問
をするということ」と題し、本学の母体であ
る皇典講究所の開設以来の学統や源氏物語研
究の変遷について解説した。豊島教授は折口
信夫博士の「貴種流離譚」を例にとり、学問
研究は、「専攻する分野の垣根を越えたダイ
ナミックな発想の中から生まれる」と大学院
を志す聴講者に語りかけた。
　続く進学相談会では、研究科・専攻ごとに
ブースが設けられ、個々の疑問に、教員や院
生アドバイザーが細やかに応じた。

三田国際学園中
本学学生に特別講義
　三田国際学園中学３年生11人が昨年12月
９日、本学を訪れ、教職実践演習（担当：高
橋大助文学部教授）を履修する学生に対し
て、特別講義を行った。
　生徒たちは、中学２年次から同校の文学ゼ
ミに所属し、村上春樹の小説「パン屋再襲
撃」を題材に、３グループに分かれて研究に
取り組んできた。
　当日は大学生を前に、フロイトの夢分析を
参考に解釈するなど、独自の視点から読み解
いた「パン屋再襲撃」について10分程度の
プレゼンテーションを披露。聴講していた本
学学生が、質問を投げかけたり、中学生の発
表にアドバイスをしたりしていた。

法学会講演会
大和田氏 福島のいまを学生に語る
　法学会が主催する講演会が１月９日、渋
谷キャンパスで開かれ、「伝えることの大切
さ、伝わることの素晴らしさ－東日本・津波
・原発事故大震災のいま－」と題して、フリ
ーアナウンサーの大和田新氏が「福島のい
ま」を語った。
　福島県内のＦＭラジオ局でアナウンサーと
して38年間勤務した大和田氏は、「『東日本
・津波・原発事故・大震災』と言わないと福
島県民の悲しみ怒り不安は伝わらない」と語
る。未曽有の大災害から７年の節目を前に自
身が取材をしてきたエピソードを紹介し「メ
ディアは数字で震災を伝えてきた。（震災の
犠牲者が）２万人ではなく、一人一人の死が
２万ある。そしてその家族が何倍もいて今も
戦っている」と「福島のいま」を学生たちに
訴えかけた。

３
団
体
と
15
人
が
受
賞

平
成
29
年
度
第
１
回
学
生
部
長
賞

●団　体
団体名 対象事項

ソフトテニス部 平成29年度首都学生ソフトテニス春季リーグ戦 女子１部優勝
平成29年度関東学生ソフトテニス秋季リーグ戦 女子３部優勝

ドリル競技部SEALS USA　School＆College Nationals2017全国大会
大学編成 Pom部門  Small　第１位

ギターアンサンブル 震災の影響が残る福島県郡山市隠津島神社で、現地活性化のボ
ランティアの一環として奉納ギター演奏会を開催

●個　人
氏名（所属） 対象事項

藤阪　泰恒(健体３・柔道部) 第29回ユニバーシアード競技大会　柔道男子60kg級　優勝

島田隆志郎(健体２・柔道部) 2017年ロシアジュニア国際大会　柔道男子73kg級　優勝

二見　省吾(経３・柔道部) 2017年香港オープン大会　柔道男子90kg級　優勝
平成29年度全日本学生柔道優勝大会　男子優秀選手賞

諸見里　匠(経３・硬式野球部) 東都大学野球春季1部リーグ　ベストナイン（遊撃手）

西丸　泰史(経ネ３・硬式野球部) 東都大学野球春季1部リーグ　ベストナイン（指名打者）

小嶋　貫太（法３・スキー部） 第95回全日本スキー選手権大会　アルペン競技スピード系
男子スーパーG　第９位(大学生４位）

谷岡凌太朗(健体１・ソフトテニス部) 全日本学生ソフトテニス大会　男子シングルス選手権　ベスト８

宮城　利紀(神文４・ソフトテニス部)
井上　太晴(健体３・ソフトテニス部) 平成29年度首都学生ソフトテニス選手権大会　男子ダブルス　優勝

鹿股まりな(神文１・卓球部)
塚本　佳苗(日文１・卓球部) 第87回関東学生卓球選手権大会　女子ダブルス　ベスト４

小島　悠夏(初教３・卓球部) 2017サフィール国際オープン　クラス１の部　ベスト８

増野　竣介(健体３・準硬式野球部) 平成29年度春季リーグ戦　東都２部リーグ　最優秀投手賞

今井　迅人(経営２・軟式野球部) 平成29年度東都学生軟式野球連盟春季リーグ戦
首位打者・ベストナイン(三塁手)

小林　直人（史４・射撃部） 平成29年度関東学生スポーツ射撃選手権大会秋季大会
50mライフル伏射60発競技男子個人　準優勝

悲
運
な
実
証
史
学
者
・
澤
田
章

第

回
５

明
治
・
大
正
・
昭
和
を
生
き
た
研
究
者
秘
話

◉　

澤
田
章
は
明
治
９
年
（
１
８
７

６
）、
愛
知
県
中
島
郡
法
花
寺
村

（
現
、
稲
沢
市
）
に
桜
木
新
三
郎
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
27
年
国
学

院
入
学
。
30
年
卒
業
。
卒
業
後
、
東

京
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
手
、
同
図

書
館
司
書
を
経
て
、
同
44
年
三
井
家

史
編
纂
事
務
を
嘱
託
さ
れ
た
。
そ
の

間
、
京
都
の
澤
田
家
の
養
女
と
結
婚

し
、
澤
田
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
42
年
か
ら
国
学
院
大
学

の
講
師
と
な
り
、「
徳
川
史
（
吉
宗

以
降
）
」「
現
代
史
（
明
治
史
）
」
を

講
じ
た
。
三
井
家
に
お
い
て
は
、
当

初
「
井
上
馨
伝
」
の
編
纂
に
従
事

し
、
同
伝
編
纂
事
業
中
止
後
は
、
三

井
家
の
事
業
史
の
編
纂
に
従
事
し

た
。
そ
の
学
風
は
、
史
料
に
基
づ
く

実
証
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
澤
田
の
著
作
に
つ
い
て

は
、
悲
運
が
続
く
。
最
初
の
著
作
で

あ
る
『
滑
稽
文
学
か
ら
見
た
幕
末

史
』
は
「
安
寧
秩
序
を
害
す
る
」
と

さ
れ
、
即
日
発
売
禁
止
と
な
っ
た
。

２
か
月
後
に
『
側
面
観
幕
末
史
』
と

し
て
上
梓
さ
れ
た
。
続
く
『
西
陣

織
屋
仲
間
の
研
究
』
は
三
井

家
の
呉
服
事
業
史
編
纂
の
な

か
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
三
井
家
の
史
料
が
非
公

開
と
い
う
状
況
で
、
少
部
数

の
非
売
品
と
し
て
の
刊
行
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
『
明
治
財

政
の
基
礎
的
研
究
』
は
、
亡

く
な
っ
た
次
男
萬
の
５
周
年

の
記
念
と
し
て
の
出
版
と
し

た
。
本
書
は
「
井
上
馨
伝
」

編
纂
の
た
め
に
澤
田
が
大
蔵

省
文
庫
の
史
料
を
筆
写
収
集

し
た
も
の
を
主
と
し
て
利
用
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
澤
田
の
著
作
は
非
公

開
の
三
井
家
史
料
や
関
東
大
震
災
で

焼
失
し
た
大
蔵
省
文
庫
史
料
を
利
用

し
て
の
も
の
で
あ
り
、
か
な
り
制
約

の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
９
年

12
月
31
日
死
去
。『
明
治
財
政
の
基

礎
的
研
究
』
が
出
版
さ
れ
た
月
で
あ

っ
た
。
同
書
の
書
評
な
ど
を
澤
田
が

見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
後
、
１

９
６
０
年
代
に
上
記
の
２
書
は
復
刻

出
版
さ
れ
、
広
く
学
界
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
三
井
文
庫
の
史
料
も

公
開
さ
れ
、
澤
田
の
筆
記
し
た
大
蔵

省
文
庫
の
史
料
も
広
く
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

 

古
山
悟
由
（
図
書
館
事
務
課
主
幹
）
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全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
創

作
活
動
を
通
じ
て
文
章
を
書
く
喜
び
、
も

の
を
創
り
出
す
苦
し
さ
、
自
分
の
考
え
を

言
い
表
す
難
し
さ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、

美
し
い
日
本
語
の
再
発
見
と
学
修
を
目
的

と
し
て
平
成
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

全
国
規
模
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
回
で
21
回

目
を
迎
え
、
全
国
か
ら
１
万
９
２
９
０
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
短
篇
小
説

文部科学大臣賞に横浜翠嵐高（神奈川）

　

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
終
了

後
、
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル

で
両
コ
ン
テ
ス
ト
合
同
の
懇

親
会
が
開
か
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
高
校

生
新
聞
社
の
村
田
光
英
編
集

局
長
が
あ
い
さ
つ
。
審
査
員

か
ら
は
、
創
作
・
研
究
活
動

の
継
続
発
展
と
今
後
の
活
躍

へ
の
期
待
が
示
さ
れ
た
の
に

対
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
生
徒
か
ら
も
受
賞
の
喜
び

な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

高
校
生
た
ち
は
審
査
員
や

他
の
受
賞
者
と
記
念
撮
影
し

た
り
、
審
査
員
か
ら
自
身
の

作
品
の
講
評
を
聞
い
た
り
し

て
、
今
後
の
創
作
活
動
・
研

究
の
励
み
に
し
て
い
た
。

受賞者懇親会 今後の創作・研究の励みに

６
０
４
点
▽
現
代
詩
の
部
１
３
７
８
点
▽

短
歌
の
部
４
２
０
０
点
▽
俳
句
の
部
１
万

３
１
０
８
点
―
だ
っ
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
文
部
科
学
大
臣

賞
、
特
別
学
校
賞
お
よ
び
各
部
門
の
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、
入
選
が
そ
れ
ぞ

れ
決
定
し
た
＝
別
表
参
照
（
敬
称
略
）。

文
部
科
学
大
臣
賞
に
横
浜
翠
嵐
高
（
神
奈

川
）
が
、
特
別
学
校
賞
に
麻
生
高
（
神
奈

川
）
と
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
（
福

岡
）
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
式
は
、
昨
年
12
月
３
日
に
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
で
入
賞
者
お
よ
び
関
係
者
、
審

査
員
、
赤
井
益
久
学
長
、
加
藤
圭
子
若
木

育
成
会
会
長
、
加
藤
元
茂
院
友
会
常
務
理

事
、
村
田
光
英
高
校
生
新
聞
社
編
集
局
長

ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
赤
井
学
長
は
「
創

作
活
動
は
地
道
だ
が
、
こ
の
営
み
を
後
援

す
る
こ
と
が
日
本
語
を
重
視
す
る
国
学
院

大
学
の
務
め
」
と
語
っ
た
。

短
篇
小
説
の
部

◎
佳
作　

長
谷
川
佐
和
（
神
奈
川
・
横
浜

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
３
年
）

「
感
情
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
法
則
」
▽
佐
藤
朱

里
（
千
葉
・
国
府
台
女
子
学
院
高
２
年
）

「
椿
葉
う
さ
ぎ
」
▽
生
天
目
咲
樹
（
千
葉

・
東
葛
飾
高
２
年
）「
実
り
」
▽
中
庭
里

沙
（
大
阪
・
岸
和
田
高
２
年
）「
泳
げ
な

い
人
」
▽
白
石
明
代
（
熊
本
・
御
船
高
１

年
）「
ナ
ナ
コ
」

◎
入
選　

村
田
菜
月
（
東
京
・
朋
優
学
院

高
２
年
）「
今
日
僕
は
傘
を
忘
れ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。」
▽
髙
橋
芽
意
（
千
葉

・
麗
澤
高
１
年
）「
マ
カ
ロ
ン
・
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
ロ
マ
ン
ス
」
▽
岩
木
ひ

よ
り
（
長
崎
・
聖
和
女
子
学
院
高
３
年
）

「
願
い
の
石
」
▽
坪
井
元
春
（
岡
山
・

津
山
工
業
高
専
２
年
）「
緑
色
の
日
記
」

▽
児
浦
利
幸
（
東
京
・
海
城
高
２
年
）

「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
▽
草
刈
邑

依
（
青
森
・
弘
前
高
２
年
）

「
カ
ッ
タ
ー
」
▽
原
田
真
緒

（
福
岡
・
明
善
高
２
年
）

「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
▽
松
原
芽

衣
（
富
山
・
富
山
高
３
年
）「
彼
岸
花
の

追
憶
」
▽
渡
邉
奈
緒
（
宮
城
・
常
盤
木
学

園
高
３
年
）「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
▽
梶
智
暁

（
東
京
・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
東
京
キ

ャ
ン
パ
ス
２
年
）「
三
分
間
」

現
代
詩
の
部

◎
佳
作　

関
谷
実
咲
（
神
奈
川
・
麻
生

高
２
年
）「
時
間
」
▽
金
森
悠
夏
（
宮
城

・
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
３
年
）「
女

の
子
」
▽
加
藤
優
奈
（
埼
玉
・
鴻
巣
高

２
年
）「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｅ
ｘ
ｉ
ｔ

（
西
口
）
」
▽
宇
草
和
弥
（
香
川
・
観
音

寺
第
一
高
２
年
）「
雨
の
日
」
▽
原
唯
菜

（
神
奈
川
・
横
浜
翠
嵐
高
３
年
）「
虚
偽

の
申
告
」

◎
入
選　

栁
田
琴
音
（
埼
玉
・
深
谷
商
業

高
１
年
）「
昼
夜
と
電
車
」
▽
沖
村
南
美

（
群
馬
・
桐
生
女
子
高
１
年
）「
意
識
」

▽
山
野
あ
や
ね
（
奈
良
・
奈
良
北
高
３

年
）「
十
分
（
或
い
は
放
課
後
）
」
▽
小

野
木
葉
月
（
長
野
・
諏
訪
清
陵
高
３
年
）

「
海
と
人
間
」
▽
村
松
苗
青
（
神
奈
川
・

麻
生
高
３
年
）「
そ
し
て
私
は
制
服
を
着

る
」
▽
川
嶋
美
沙
希
（
神
奈
川
・
麻
生
高

２
年
）「
慈
悲
深
き
希
望
論
」
▽
小
村
瑠

菜
（
神
奈
川
・
麻
生
高
２
年
）「
僕
に
は

聞
こ
え
な
い
」
▽
矢
田
安
侑
子
（
神
奈

川
・
麻
生
高
２
年
）「
色
鉛
筆
の
は
ぐ
れ

者
」
▽
内
山
綾
（
東
京
・
麹
町
学
園
女
子

高
２
年
）「
画
面
の
向
こ
う
」
▽
石
井
琢

朗
（
岡
山
・
津
山
工
業
高
専
２
年
）「
ご

ん
ご
」短

歌
の
部

◎
佳
作　

黒
田
陽
嵩
（
福
岡
・
西
日
本
短

期
大
学
附
属
高
３
年
）
▽
安
村
玲
美
（
神

奈
川
・
聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
高
３
年
）
▽
岸
本

恵
美
（
大
分
・
爽
風
館
高
通
信
制
）
▽
髙

草
木
佑
弥
（
群
馬
・
太
田
高
１
年
）
▽
保

田
千
奈
（
千
葉
・
安
房
高
２
年
）

◎
入
選　

黒
川
琴
音
（
千
葉
・
安
房
高
２

年
）
▽
土
屋
文
彦
（
岡
山
・
岡
山
城
東
高

２
年
）
▽
唐
澤
智
行
（
東
京
・
ク
ラ
ー
ク

記
念
国
際
高
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
２
年
）
▽

廣
井
陽
一
（
沖
縄
・
真
和
志
高
１
年
）
▽

駒
谷
遥
也
（
大
阪
・
咲
く
や
こ
の
花
高
３

年
）
▽
南
花
瑠
乃
（
埼
玉
・
浦
和
第
一
女

子
高
１
年
）
▽
加
瀬
詩
織
（
千
葉
・
安
房

高
２
年
）
▽
辻
菜
々
子
（
福
岡
・
西
日
本

短
期
大
学
附
属
高
３
年
）
▽
千
味
祐
人

（
埼
玉
・
上
尾
南
高
３
年
）
▽
高
橋
凜

（
宮
城
・
常
盤
木
学
園
高
１
年
）

俳
句
の
部

◎
佳
作　

松
澤
茉
奈
（
埼
玉
・
上
尾
南
高

３
年
）
▽
河
野
伊
吹
（
鹿
児
島
・
ラ
・
サ

ー
ル
高
１
年
）
▽
内
野
有
咲
（
福
岡
・
西

日
本
短
期
大
学
附
属
高
３
年
）
▽
白
井
翔

（
茨
城
・
常
総
学
院
高
２
年
）
▽
岩
見
優

志
（
埼
玉
・
慶
応
義
塾
志
木
高
２
年
）

◎
入
選　

村
上
瑛
（
岩
手
・
水
沢
高
３

年
）
▽
大
橋
愛
香
（
愛
知
・
幸
田
高
１

年
）
▽
𠮷
本
沙
生
（
京
都
・
同
志
社
国

際
高
３
年
）
▽
北
村
祐
（
東
京
・
安
田
学

園
高
１
年
）
▽
福
田
星
来
（
長
崎
・
純
心

女
子
高
１
年
）
▽
菅
原
は
な
め
（
岩
手
・

水
沢
高
３
年
）
▽
松
田
将
吾
（
岐
阜
・
吉

城
高
１
年
）
▽
町
田
萌
絵
（
神
奈
川
・
麻

生
高
２
年
）
▽
宮
本
舶
（
東
京
・
芝
高
３

年
）
▽
江
﨑
美
結
（
福
岡
・
西
日
本
短
期

大
学
附
属
高
３
年
）

審
査
員（
敬
称
略
）

◎
短
篇
小
説
の
部
▽
中
村
航
（
作
家
）
▽
傳
馬
義
澄
（
本
学
名
誉
教
授
）
▽
井

上
孝
雄
（
都
立
高
等
学
校
教
諭
）
◎
現
代
詩
の
部
▽
水
無
田
気
流
（
詩
人
・
本

学
経
済
学
部
教
授
）
◎
短
歌
の
部
▽
田
中
章
義
（
歌
人
）
◎
俳
句
の
部
▽
堀
本

裕
樹
（
俳
人
）
◇
村
田
光
英
（
高
校
生
新
聞
社
編
集
局
長
）

短篇小説の部
最優秀賞 大貫瑠香「ハンバーグ爆弾」

（茨城・日立北高３年）
優 秀 賞 紀川晴好「青を焚く」（福岡・福岡講倫館高３年）

芳岡未那「春の七草」（山口・徳山高３年）

現代詩の部
最優秀賞 丸山優月「道端に枯れた花」

（神奈川・麻生高２年）
優 秀 賞 伊集院亜衣「辞書を引く」

（神奈川・横浜翠嵐高２年）
山﨑早恵「クレイハートの臨床試験」
（神奈川・麻生高３年）

短歌の部
最優秀賞 桐生莉緒（東京・日比谷高１年）
優 秀 賞 滝澤昴希（埼玉・伊奈学園総合高２年）

鶴本彩花（福岡・西日本短期大学附属高３年）

俳句の部
最優秀賞 山下茜莉（福岡・西日本短期大学附属高３年）
優 秀 賞 長澤大我（青森・七戸高３年）

原田千寿（福岡・西日本短期大学附属高３年）

優秀学校賞（文部科学大臣賞）

横浜翠嵐高(神奈川)
特別学校賞

麻生高(神奈川）
西日本短期大学附属高（福岡）

第21回全国高校生創作コンテスト

赤井学長、審査員らを囲んで創作コンテスト入賞者が記念撮影

最
多
の
応
募

１
万
９
９
９
９
点
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地
域
文
化
研
究
部
門（
団
体
）

◎
佳
作　

岐
阜
・
益
田
清
風
高
社
会
探
究

「
ふ
る
さ
と
の
川
の
恵
み
〜
郷
土
の
宝

『
益
田
川
』
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
〜
」
▽

東
京
・
香
蘭
女
学
校
高
諏
訪
信
仰
「
諏
訪

信
仰
に
つ
い
て
」
▽
徳
島
・
那
賀
高
人
形

浄
瑠
璃
部
「
人
形
浄
瑠
璃
公
演
活
動
を
と

お
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に

阿
波
の
情
勢
を
研
究
す
る
。」

◎
入
選　

青
森
・
三
本
木
農
業
高
生
活
園

折口信夫賞に利根商業高パソコン部（群馬）

　

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
各
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
や
伝

説
、
郷
土
料
理
や
方
言
な
ど
の
身
近
で
当

た
り
前
な
風
景
に
あ
る
「
地
域
社
会
」
に

目
を
向
け
、
文
化
を
掘
り
起
こ
し
て
向
き

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

ま
た
、
本
学
の
持
つ
伝
承
文
化
に
関
す
る

資
産
に
触
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
研
究
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。
平

成
17
年
か
ら
開
か
れ
、
13
回
目
と
な
る
今

回
は
全
国
か
ら
７
０
９
点
の
応
募
が
あ
っ

た
。
応
募
の
内
訳
は
、
地
域
文
化
研
究
部

門
の
団
体
21
点
、
個
人
４
６
０
点
▽
地
域

民
話
研
究
部
門
の
団
体
12
点
、
個
人
１
９

４
点
▽
学
校
活
動
部
門
22
点
―
だ
っ
た
。

　

最
も
優
秀
な
作
品
に
授
与
さ
れ
る
折
口

信
夫
賞
に
民
話
研
究
部
門（
団
体
）か
ら
利

根
商
業
高
パ
ソ
コ
ン
部（
群
馬
）の「
日
本

の
心
、
地
域
の
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
」

が
選
出
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
部
門
ご
と

に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、
入
選
が

決
ま
っ
た
＝
別
表
参
照
（
敬
称
略
）。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
表
彰
式
に
は
入
賞
者
お
よ
び
関

係
者
、
審
査
員
、
赤
井
益
久
学
長
、
加
藤

圭
子
若
木
育
成
会
会
長
、
加
藤
元
茂
院
友

会
常
務
理
事
、
村
田
光
英
高
校
生
新
聞
編

集
局
長
ら
が
出
席
。
表
彰
式
の
後
、
各
部

門
最
優
秀
賞
の
団
体
・
個
人
の
受
賞
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
内
容
を
披
露
し

た
。

高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト

『
入
賞
作
品
集
』を
制
作
中

　

今
回
の
入
賞
作
品
を
掲
載
し
た

『
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
集
』
を
制
作
、
２
月
下

旬
に
刊
行
の
予
定
で
す
。
短
篇
小

説
と
現
代
詩
の
部
は
佳
作
ま
で
の

作
品
、
短
歌
と
俳
句
の
部
に
つ
い

て
は
入
選
ま
で
全
て
の
作
品
を
収

録
。
同
作
品
集
は
、
当
課
窓
口
で

先
着
順
に
無
料
配
布
い
た
し
ま

す
。
発
送
を
ご
希
望
の
方
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
希
望
部
数
と
送

付
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『「
地
域
の
伝
承
文
化
に

学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

集
』
も
２
月
下
旬
に
刊
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
同
作
品
集
も
ま

た
、
広
報
課
で
同
様
に
無
料
配
布

い
た
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
・
総
合
企
画
部

広
報
課
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０

１
３
０
）

審
査
員（
敬
称
略
）

▽
小
川
直
之
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
新
谷
尚
紀
（
同
）
▽
花
部
英
雄
（
同
）

▽
高
橋
大
助
（
同
）
▽
常
光
徹
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）
▽
佐
藤

美
穗
（
本
学
客
員
教
授
）
▽
飯
倉
義
之
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

第13回「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト

審査員らと「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト入賞者が記念撮影

い
て
〜
『
高
崎
ま
つ
り
』
と
そ
の
歴
史

〜
」
▽
伊
差
川
彩
花
（
沖
縄
・
首
里
高
３

年
）「
琉
球
舞
踊
と
組
踊
」
▽
成
田
さ
く

ら
（
青
森
・
五
所
川
原
第
一
高
１
年
）

「
け
の
汁
」
▽
笹
山
佳
乃
（
青
森
・
五
所

川
原
第
一
高
１
年
）「
せ
ん
べ
い
汁
」
▽

片
岡
和
花
（
青
森
・
五
所
川
原
第
一
高
１

年
）「
青
森
県
民
は
甘
党
!?　

〜
青
森
県

の
『
甘
い
』
料
理
を
徹
底
調
査
！
〜
」

地
域
民
話
研
究
部
門（
団
体
）

◎
佳
作　

岐
阜
・
益
田
清
風
高
地
域
研
究

「
民
話
『
川
上
に
流
れ
た
仁
王
さ
ま
』
の

世
界
」地

域
民
話
研
究
部
門（
個
人
）

◎
佳
作　

鈴
木
彩
水
（
愛
知
・
豊
丘
高

２
年
）「
豊
川
市
の
昔
話
」
▽
蓑
島
千
東

（
愛
知
・
杏
和
高
２
年
）「
愛
知
県
弥
富

市
『
お
み
よ
し
の
松
』」

◎
入
選　

境
倫
果
（
青
森
・
五
所
川
原
第

一
高
２
年
）「
綿
絵
の
姉
さ
ま
」

芸
研
究
室
「
十
和
田
む
ら
さ
き

の
栽
培
と
紫
根
染
め
」
▽
神
奈

川
・
秦
野
曽
屋
高
日
本
史
研
究

部
「
秦
野
に
お
け
る
戸
川
砥
の

生
産
と
流
通
」
▽
長
野
・
北
部

高
湯
川　

Ｇ
Ｏ
！
「
飯
綱
町
の

箱
膳
を
学
ん
で
」

地
域
文
化
研
究
部
門（
個
人
）

◎
佳
作　

山
本
明
香
里
（
東
京
・
明
治
学

院
高
３
年
）「
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
御
会

式
に
学
ぶ
」
▽
川
嶋
み
ず
か
（
東
京
・
大

妻
多
摩
高
１
年
）「
農
家
に
つ
い
て
本
当

に
知
っ
て
る
〜
秋
田
県
横
手
市
の
農
家
の

生
活
に
つ
い
て
〜
」

◎
入
選　

小
杉
恒
太
（
群
馬
・
高
崎
経
済

大
学
附
属
高
２
年
）「
高
崎
ま
つ
り
に
つ

地域文化研究部門

優 秀 賞 「明治通りの調査」（東京・戸山高地理歴史部）
「今年も祖父江の虫送りを追って～杏和高校
４年目の参加～」（愛知・杏和高郷土研究チーム）

団体

優 秀 賞 「ダンスで笑顔溢れる地域へ～テーマパークパレードの魅力を
地域活性化運動に取り入れる～」
髙橋理歩（東京・東京大学教育学部附属中等教育学校３年）
「漬物は語る～世界に誇る日本食の起源とは～」
飯田真世（愛知・杏和高２年）

個人

学校活動部門

優 秀 賞 「為朝外伝～東峰村で発見した母の墓～」（福岡・朝倉高）
「堺大空襲とは」（大阪・三国丘高）

地域民話研究部門

優 秀 賞 「佐野の舟橋・佐野の渡しの伝説」
（群馬・高崎商科大学附属高社会部進学女子２年）
「下小鳥町の首塚伝承」（群馬・高崎商科大学附属高文芸部）

団体
最優秀賞 「日本の心、地域の文化を伝えるために」

（群馬・利根商業高パソコン部）

最優秀賞 「川との死闘～与三と人柱観音像にこめられた
思い～」坂東壮一郞（愛知・杏和高２年）

優 秀 賞 「東京・町田市における妖怪伝説」木原愛理（東京・和光高３年）
「チンチン山考」仲川晴斐（愛知・時習館高２年）

個人

折口信夫賞

「日本の心、地域の文化を伝えるために」
（群馬・利根商業高パソコン部）

　

国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
社
（
高
校
生
新
聞
）
に
よ
る
第
21
回
全
国
高
校
生
創
作

コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短

期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合

会
）
と
、
第
13
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：

国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道

短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長

協
会
・
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
）
の
入
賞
作
品
を
決
定
し
、
昨
年
12
月

３
日
に
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
今
回

は
両
コ
ン
テ
ス
ト
合
わ
せ
て
過
去
最
多
の
１
万
９
９
９
９
点
の
応
募
が
あ

り
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
定
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戌
の
日
と
い
え
ば
妊
産
婦
に
よ
る
安
産
祈
願
を

思
い
起
こ
す
人
は
少
な
く
な
い
。犬
は
古
来
人
々

の
身
近
な
動
物
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
て
き
た
。そ

の
犬
の
お
産
が
軽
い
こ
と
か
ら
、十
二
支
の
戌
の

日
に
腹
帯
を
す
る
と
安
産
に
な
る
と
い
わ
れ
、今

日
で
は
、戌
の
日
に
は
無
事
な
出
産
を
願
う
人
々

で
全
国
の
寺
社
は
賑
わ
う
。各
寺
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
戌
の
日
カ
レ
ン
ダ
ー
が
載
せ
ら
れ
て
お

り
、こ
の
日
に
安
産
を
祈
願
す
る
人
の
数
が
普
段

の
日
を
凌
駕
す
る
。

　

１
９
３
０
年
代
半
ば
に
、
日
本
全
国
で
一
斉
に

収
集
さ
れ
た
産
育
に
か
か
わ
る
事
例
を
掲
載
し
た

『
日
本
産
育
習
俗
資
料
集
成
』
に
は
、
妊
娠
5
か

月
、
7
か
月
な
ど
の
戌
の
日
に
営
ま
れ
る
帯
祝
い

が
み
ら
れ
る
。
安
産
祈
願
に
か
か
わ
る
動
物
と
し

て
は
、
熊
も
産
が
軽
い
と
さ
れ
、
そ
の
胞
衣
や
肝

な
ど
の
干
し
た
も
の
を
腹
帯
に
挟
ん
で
お
く
と
安

産
す
る
な
ど
と
い
う
報
告
も
散
見
さ
れ
る
。

　

関
東
平
野
を
流
れ
る
利
根
川
沿
い
に
は
、
子
安

講
な
ど
の
女
人
講
の
盛
ん
な
集
落
が
数
多
く
点
在

す
る
。
こ
の
講
に
参
加
す
る
女
性
た
ち
に
よ
る
犬

供
養
も
ま
た
、
安
産
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
。
ザ
ガ

マ
タ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
二
股
の
木
の
塔
婆
を
立

て
、
講
中
の
女
性
た
ち
で
線
香
を
あ
げ
る
な
ど
し

て
犬
の
供
養
を
す
る
。
十
五
夜
講
や
子
安
講
の
際

に
定
期
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
、
犬
が
死
ん
だ
と

き
に
行
わ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。

　

生
後
は
じ
め
て
の
外
出
と
な
る
初
宮
参
り
の
際

に
、
魔
除
け
と
し
て
赤
子
の
額
に
鍋
墨
や
紅
で

「
犬
」
と
い
う
文
字
を
書
く
地
域
も
あ
る
な
ど
、

犬
に
ま
つ
わ
る
話
は
少
な
く
な
い
。

　

写
真
は
、
日
本
橋
に
あ
る
水
天
宮
の
境
内
の

「
子
宝
い
ぬ
」
で
あ
る
が
、
こ
の
犬
を
な
ぜ
る

と
、
安
産
、
子
授
け
、
子
ど
も
の
無
事
な
成
長
な

ど
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

戌
年
に
は
、
ペ
ッ
ト
か
ら
家
族
の
一
員
と
な
っ

た
愛
犬
の
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
た
年
賀
状
を
出
す

人
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
か
愛
猫
家

か
ら
は
猫
の
写
真
入
り
の
賀
状
が
届
い
た
り
す

る
。
ど
ち
ら
も
新
年
を
祝
う
人
の
心
に
違
い
は
な

い
。

　

猫
が
人
の
死
に
か
か
わ
る
の
に
対
し
、
犬
は
専

ら
人
の
生
に
か
か
わ
る
場
面
に
よ
く
登
場
す
る
。

戌
年
を
境
に
し
て
、
困
難
な
時
代
に
置
か
れ
た
日

本
の
再
生
を
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

水天宮の境内の「子宝いぬ」（筆者提供）

　

今
年
で
還
暦
を
迎
え
る
院
友
の
若
合
春
侑
（
わ
か
い
・
す
う
、
本
名
・
大
滝
優
子
）
さ
ん

（
平
17
卒
・
113
期
神
２
）
は
40
代
半
ば
の
２
年
間
、
人
生
で
２
度
目
と
な
る
大
学
生
活
を
本
学

で
過
ご
し
た
。
入
学
前
、
デ
ビ
ュ
ー
小
説
『
腦
病
院
へ
ま
ゐ
り
ま
す
。』（
文
芸
春
秋
）
で
文
学

界
新
人
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
芥
川
賞
候
補
に
３
作
連
続
で
選
ば
れ
た
ほ
か
、『
海
馬
の

助
走
』（
中
央
公
論
新
社
）
で
野
間
文
芸
新
人
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
文
学
界
で
活
躍
。
卒
業
後

は
本
格
的
な
執
筆
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
節
目
の
今
年
、
執
筆
再
開
へ
意
欲
を

み
せ
て
い
る
。
新
年
の
抱
負
や
在
学
中
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

若
合
さ
ん
は
平
成
15
年
、
当
時
44
歳

で
本
学
文
学
部
神
道
学
科
に
学
士
入

学
。
本
学
で
学
ぼ
う
と
考
え
た
動
機
は

Q
　

私
の
中
で
一
つ
の
集
大
成
と
感
じ
て
い
た

『
蜉か

げ

蝣ろ
ふ

』（
角
川
書
店
）
の
出
版
が
同
じ
15
年

で
し
た
。
新
し
く
前
へ
進
む
た
め
に
、
日
本
の

歴
史
や
文
化
、
特
に
神
道
を
学
び
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
多
く
の
日
本
人
と
同
じ
で
、
私

も
神
仏
混
合
の
環
境
で
育
ち
ま
し
た
。
お
寺
は

葬
式
な
ど
を
通
じ
て
身
近
だ
っ
た
の
で
す
が
、

神
社
は
初
詣
に
参
拝
す
る
く
ら
い
で
、
い
ま
ひ

と
つ
よ
く
分
か
ら
な
い
存
在
で
し
た
。
一
方

で
、
高
校
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
、
最
初
の
大
学
は

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
と
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教

系
の
学
校
に
通
い
ま
し
た
の
で
、
神
道
が
ど
の

よ
う
に
違
う
か
に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

入
学
し
て
の
感
想
は

Q
　

入
学
し
て
大
当
た
り
で
し
た
ね
。
授
業
が
面

白
く
て
仕
方
な
か
っ
た
で
す
。
大
学
へ
通
う
こ

と
が
あ
ま
り
に
も
楽
し
く
て
、
小
説
を
書
く
時

間
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
先
生
や
授
業
は

Q
　

岡
田
莊
司
先
生
（
現
・
神
道
文
化
学
部
教

授
）
に
は
、「
お
み
く
じ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

私
の
卒
業
論
文
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
制
作
の
過
程
で
、
全
国
各
地
の
神
社
仏
閣

向
け
に
お
み
く
じ
を
作
っ
て
い
る
女
子
道
社

（
山
口
県
周
南
市
）
へ
取
材
に
行
っ
た
こ
と
が

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
岡
田
先
生
か
ら
は

「
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
い
る
よ
う
だ
」
と
評
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
学
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
安
蘇
谷
正

彦
先
生
（
現
・
名
誉
教
授
）
か
ら
「
あ
な
た
の

本
は
売
れ
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
恐
縮

し
な
が
ら
「
い
え
い
え
、
安
蘇
谷
先
生
の
本
の

ほ
う
が
売
れ
て
い
ま
す
よ
」
な
ん
て
や
り
取
り

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
戦

争
関
連
の
本
を
よ
く
読
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、
在
学
中
に
出
版
さ
れ
た
大
原
康
男
先
生

（
現
・
名
誉
教
授
）
監
修
の
『
國
學
の
子
我
等

征
か
む
―
國
學
院
大
學
戦
歿
院
友
学
徒
遺
稿
追

悼
集
』（
展
転
社
）
は
、
記
憶
に
残
る
一
冊
で

す
。『
古
事
記
』
を
文
庫
本
で
読
む
授
業
で
、

武
田
秀
章
先
生
（
現
・
神
道
文
化
学
部
長
、
教

授
）
の
解
釈
が
新
鮮
に
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。神

道
を
学
ん
だ
感
想
は

Q
　

神
職
資
格
を
得
る
た
め
の
実
習
で
訪
れ
た
伊

勢
神
宮
で
の
こ
と
で
す
が
、天
照
大
神
に
抱
か

れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。不

思
議
な
体
験
で
し
た
。勉
強
を
通
じ
、神
道
は
優

し
さ
が
あ
り
、幅
が
広
く
奥
行
き
の
あ
る
、人
間

を
ま
る
ご
と
包
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
宗
教
だ

と
感
じ
ま
し
た
。日
本
は
、い
い
国
で
す
ね
。

学
業
の
ほ
か
に
学
生
生
活
で
の
思
い
出
は

Q
　

趣
味
の
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
始
め
た

の
が
在
学
中
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
海
外
約
10

カ
所
の
海
を
潜
っ
て
き
ま
し
た
が
、
雅
楽
の
講

習
で
一
緒
に
な
っ
た
学
生
さ
ん
の
一
人
が
フ
ィ

ジ
ー
で
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
体
験
を
話
し
て
く
れ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
入
学
し
た
そ
の
年
の

夏
、
す
ぐ
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
る
た
め
フ
ィ
ジ

ー
へ
渡
航
し
ま
し
た
。
こ
の
学
生
さ
ん
と
は
在

学
中
に
グ
ア
ム
へ
一
緒
に
潜
り
に
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

執
筆
活
動
の
再
開
へ
意
欲
は

Q
　

今
年
は
還
暦
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
か

ら
、
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
、
あ
る

種
の
使
命
感
が
あ
り
ま
す
。
構
想
の
一
つ
は
、

今
年
で
86
歳
に
な
る
母
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説

で
す
。
野
間
文
芸
新
人
賞
を
い
た
だ
い
た
『
海

馬
の
助
走
』
は
、
前
年
に
他
界
し
た
父
の
生
涯

を
題
材
に
し
た
小
説
で
す
。
こ
の
作
品
は
、
父

が
自
分
の
葬
儀
の
際
に
参
列
者
に
配
ろ
う
と
し

て
書
き
残
し
て
い
た
足
跡
を
基
に
し
ま
し
た
。

母
か
ら
は
「
お
ら
の
こ
と
も
書
い
て
け
ろ
」
と

頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
は
い
ま
だ
に

旧
字
旧
仮
名
遣
い
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
文

学
界
新
人
賞
を
い
た
だ
い
た
『
腦
病
院
へ
ま
ゐ

り
ま
す
。』
と
同
じ
よ
う
に
、
旧
字
旧
仮
名
遣

い
で
書
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
構
想
は
、
私
自
身
を
モ
デ
ル
に

し
た
小
説
で
す
。
思
春
期
の
女
子
高
生
を
主
人

公
に
し
た
14
年
出
版
の
『
無
花
果
日
誌
』（
角

川
書
店
）
で
は
、
17
歳
当
時
の
私
の
心
情
や
周

囲
の
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
今
度

は
、
60
年
の
人
生
を
基
に
す
る
か
、
一
時
代
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
か
、
ま
だ
思
案
中
で
す
。

若
合
さ
ん
に
と
っ
て
文
学
と
は

Q
　

過
去
か
ら
未
来
へ
、
そ
し
て
人
と
人
を
つ
な

ぐ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
在
学
中
、
神
職
資
格

を
取
る
た
め
の
実
習
で
、
長
男
と
同
世
代
の
学

生
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
本

が
読
み
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
著
書
を
差

し
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
習
先
の
神
社

の
神
職
さ
ん
か
ら
も
求
め
ら
れ
、
お
送
り
し
ま

し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

ペ
ン
ネ
ー
ム
「
春
侑
」
の
「
春
」
は
谷
崎
潤

一
郎
の
作
品
に
あ
や
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

10
年
ほ
ど
前
、
お
会
い
し
た
こ
と
も
な
い
女
性

か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
「
生
ま
れ
た
娘
の
名
前
に
春

侑
と
つ
け
ま
し
た
」
と
連
絡
を
い
た
だ
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
娘
さ
ん
は
今
、
小
学
生

に
成
長
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
巡
り
合
わ

せ
を
感
じ
ま
す
。

今
年
の
抱
負
は

Q
　

ま
ず
は
健
康
で
い
る
こ

と
で
す
。
３
年
前
に
脳

塞
で
入
院
し
、
幸
い
後
遺

症
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

執
筆
活
動
を
再
開
さ
せ
る
た
め
に
は
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
書
く
と
い
う
行
為
は
、
自
分
の

中
に
あ
る
世
界
を
は
き
出
す
こ
と
で
す
か
ら
、

新
鮮
な
情
報
や
刺
激
を
吸
収
し
な
け
れ
ば
、
で

き
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
、
新
聞
を
何
紙
も
購
読

し
、
古
本
店
へ
頻
繁
に
通
っ
て
文
芸
誌
や
婦
人

誌
の
付
録
な
ど
を
読
み
あ
さ
る
毎
日
で
し
た
。

し
か
し
、
執
筆
活
動
を
休
止
し
て
か
ら
は
長
い

期
間
、
日
常
生
活
に
埋
没
し
て
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
吸
収
す
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
で
す
ね
。

若
合
春
侑
さ
ん

わ
か
い

わ
か
い

す
う
す
う

作
家

若合春侑（わかい・すう）
本名・大滝優子。昭和33年８月11日生まれ、59歳。宮城県塩 市出
身。仙台白百合学園高校卒業、東北学院大学経済学部経済学科卒業。広
告代理店営業社員や新聞社アルバイト、添削指導員などを経て、平成
10年、デビュー作『腦病院へまゐります。』で第86回文学界新人賞を
受賞。同作から３作連続で芥川賞候補になる。14年、『海馬の助走』で
第24回野間文芸新人賞を受賞。15年、国学院大学文学部神道学科に学
士入学し、17年卒業、明階検定「正階」取得。

P r o f i l e

注
目
の
院
友

戌
年

安
産
祈
願
と

犬
供
養佐

々
木
美
智
子（
文
学
部
兼
任
講
師
）

文
学
は
過
去
か
ら
未
来

人
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の

平成30年 大学および強化３部会の主な予定

 １月 22日●後期授業終了
 24日●学年試験（～30日）

 ２月  ２日●一般入試　A日程（～４日）
 26日●一般入試　B日程

 ３月 16日●大学院・法科大学院修了式
 18日●卒業式
 19日● スプリングセッション
  　　　（～22日）

 ４月  １日● 入学式（学部）
  　　● 新制文学部第一部開設から

70年
  　　● 神道学専攻科、大学院神道学

専攻博士課程開設から60年
  　　● 法学部開設から55年
  ７日●授業開始
  月内● 硬式野球部・東都大学野球

春季リーグ開幕

 ５月  １日●神殿鎮座記念祭
  月内●若木体育祭
  　　● 柔道部・東京学生柔道優勝

大会

 ６月  １日●渋谷校舎授業開始から95年
  ３日● オープンキャンパス
  　　　（渋谷・たまプラーザ）
  月内● 陸上競技部・全日本大学駅

伝予選会
  　　● 柔道部・全日本学生柔道優

勝大会

 ７月 27日●前期授業終了
 28日●前期試験（～８月３日）

 ８月  ４日● オープンキャンパス
  　　　（～５日、渋谷・たまプラーザ）
  ６日● サマーセッション①
  　　　（～９日）

 ９月 10日● サマーセッション②
  　　　（～13日）
 21日●後期授業開始
 30日● オープンキャンパス（渋谷）
  月内● 硬式野球部・東都大学野球

秋季リーグ戦開幕
  　　● 柔道部・全日本学生柔道体

重別選手権大会

10月 28日● オープンキャンパス
 　　　 （たまプラーザ）
  月内● 陸上競技部・箱根駅伝予選会
  　　● 柔道部・全日本学生柔道体

重別団体優勝大会

11月  ４日●創立記念日
  月内●若木祭
  　　● 陸上競技部・全日本大学駅伝

12月 24日●年内授業終了

平成30年　国内外の主な予定

 １月 20日● トランプ大統領就任１周年
（米国）

 ２月  ９日● 平昌冬季五輪開幕（～25
日、韓国）

 23日● 皇太子徳仁親王殿下58歳の
お誕生日

 ３月  ９日● 平昌冬季パラリンピック開
幕（～18日 、韓国）

 11日●東日本大震災から７年

 ４月  １日● 「道徳」が小学校で正式教科化
 10日● 天皇皇后両陛下59回目のご

結婚記念日
 14日●熊本地震から２年
 30日●天皇陛下ご譲位まで１年

 ５月 19日● ヘンリー王子とメーガン・
マークルさんが挙式（英国）

 ６月  １日● 平成31年卒大学生に対する経
団連加盟企業の採用選考開始

  ９日● 皇太子ご夫妻25回目のご結
婚記念日

 14日● サッカーＷ杯ロシア大会開
幕（～７月15日）

 23日●沖縄慰霊の日

 ７月  １日● 東京都政施行75周年
  ５日● 九州北部豪雨から１年
 24日● 2020年東京五輪まで２年

 ８月  ６日● 広島原爆の日
  ９日●長崎原爆の日
 15日● 終戦の日（終戦から73年）
 18日● アジア競技大会（～９月２

日、インドネシア）
 25日● 2020年東京パラリンピッ

クまで２年

 ９月  月内● 自民党総裁選

10月 11日● 築地市場が移転し、豊洲市
場が開場

11月  月内● 大阪誘致を目指す2025年
国際博覧会（万博）の開催
地が博覧会国際事務局総会
で決定（フランス）

12月 10日● ノーベル賞授賞式（スウェ
ーデン、ノルウェー）

 23日● 天皇陛下がご譲位前最後と
なる85歳のお誕生日

 今秋  ● 渋谷駅南街区の大規模複合施設
「渋谷ストリーム」開業

〜 

今
年
の
干
支「
戌
」に
ち
な
ん
で 

〜

年
頭

ラ
ム

コ

　本資料は吉田神道（唯一神
道）の護

ご

摩
ま

行事で用いられた壇
を再現したものです。 
　室町時代後期に吉

よし

田
だ

兼
かね

倶
とも

（1435―1511）によって大成
された吉田神道では、十八神道
行事、宗

そう

源
げん

神道行事、神道護摩
行事の３つを「三壇行事」とい
います。 
　吉田神道は道教、仏教、陰陽
道などの影響を受けており、こ
の護摩行法も密教のものを神道
化したものです。 
展示内容：本資料は、博物館の常設展示（神道展示室）でご覧いただけます。 
ウェブサイト案内：http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 

No.9

今月の資料 吉田神道行事壇（再現）
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本紙へのご感想を
お待ちしています

　「国学院大学学報」では、読者の皆さまからのご意
見・ご感想を募集しています。今後、定期的に本紙に
て「読者の声」を紹介していく予定です。掲載された
方には、本学オリジナルグッズを進呈いたします。ご
投稿は以下の要領でお願いします。
①今号の満足度５段階（低１～５高）②本紙へのご意
見③住所④氏名⑤所属など（在学生の場合〈学科・学
年〉、保護者、院友〈本学卒業生〉、本学・本法人教職
員、その他いずれか）を明記の上、はがき・ＦＡＸで
国学院大学広報課（連絡先は１面参照）までお送りく
ださい。また、ＱＲコードよりＥメール作成画面を開
くことができます。なお、
お送りいただいた方の個人
情報は法令に基づいて取り
扱いいたします。
※ お寄せになられた原稿・
お便りは返却いたしませ
ん

　

あ
る
一
冊
の
本
と
の
出
会

い
が
、
そ
の
後
の
人
生
の
歩

み
方
に
重
要
な
影
響
を
与
え

る
と
い
う
経
験
を
持
つ
人
は

決
し
て
少
な
く
な
い
だ
ろ

う
。
私
に
と
っ
て
の
そ
の
一

冊
は
、
大
学
４
年
次
に
神
田

の
古
本
屋
街
で
手
に
取
っ
た

『
女
ら
し
さ
の
神
話
』（
日

本
語
訳
『
新
し
い
女
性
の
創

造
』
）
で
あ
る
。

　

こ
の
本
の
著
者
で
後
に
全

米
女
性
協
会
を
設
立
し
、
米

国
第
２
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運

動
の
一
つ
の
源
泉
を
創
り
出

し
た
ベ
テ
ィ
ー
・
フ
リ
ー
ダ

ン
は
、
一
見
何
不
自
由
な
く

郊
外
生
活
を
享
受
し
て
い
る

か
に
見
え
た
１
９
５
０
年
代

後
半
の
米
国
の
主
婦
た
ち

が
、
実
は
家
事
育
児
に
専
念

す
る
こ
と
を
女
性
の
生
き
方

の
理
想
と
す
る
「
女
ら
し
さ

の
神
話
」
に
捕
ら
え
ら
れ
、

茫
漠
た
る
不
安
感
、
非
充
足

感
、
無
力
感
に
さ
い
な
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
こ
の
状
況
を
「
名
前
の

な
い
問
題
」
と
名
付
け
た
。

60
年
代
終
わ
り
の
、
い
ま
だ

性
別
役
割
分
業
観
が
根
強
く

残
る
日
本
社
会
に
あ
っ
て
、

「
ま
る
で
漬
物
石
を
頭
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
」
圧

迫
感
を
感
じ
て
い
た
私
は
、

そ
れ
が
フ
リ
ー
ダ
ン
の
定
義

し
た
「
名
前
の
な
い
問
題
」

と
同
根
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
そ
の
正
体
を
明
ら
か
に

す
べ
く
、
女
性
社
会
学
研
究

の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　

あ
る
事
柄
が
実
態
の
あ
る

事
実
と
し
て
認
識
さ
れ
る
た

め
に
は
、
ま
ず
そ
の
事
柄
に

名
前
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
過

去
に
も
お
び
た
だ
し
く
存
在

し
た
で
あ
ろ
う
女
性
の
意
に

反
す
る
性
的
言
動
も
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

い
う
言
葉
で
名
付
け
ら
れ
、

定
義
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

初
め
て
実
際
に
存
在
す
る
事

実
と
し
て
社
会
的
に
認
識
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
男
女
共
同
参

画
白
書
に
よ
る
と
、
日
本
の

子
供
が
い
る
夫
婦
の
家
事
・

育
児
時
間
は
、
女
性
約
7.7
時

間
に
対
し
男
性
約
1.1
時
間
。

共
働
き
夫
婦
の
約
８
割
で
、

平
日
の
家
事
・
育
児
を
妻
が

担
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
見
事
に

社
会
的
に
可
視
化
し
た
の
が

「
ワ
ン
オ
ペ
育
児
」と
い
う
言

葉
で
あ
ろ
う
。こ
の「
状
況
の

定
義
」が
、人
々
、と
り
わ
け

男
性
の
意
識
改
革
と
社
会
的

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
へ
と

つ
な
が
り
、「
ツ
ー
オ
ペ
育

児
」が
ご
く
当
た
り
前
の
子

育
て
の
光
景
と
な
る
世
の
中

が
、一
日
も
早
く
到
来
す
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

ま
ず「
名
付
け
る
」こ
と
か
ら

若木が丘
だより
法学部教授

田中 和子

合格者向けオープンキャンパス 合合

 入学直前の不安を在校生が解消しま
す。本学の情報発信を担う学生アド
バイザーが、さまざまな企画を用意
してお届けする「大学生のリアルな
生活」を紹介します（予約不要・入
退場自由）。
２月17日㈯
13時～16時
渋谷キャンパス120周年記念１号館
本学入学試験合格者
入学課（☎03・5466・0141）

「文学塾」受講生募集 合合

 本学文学部が主催する高校生のため
の新たな学びの場です。文学部５学
科の専任教員が専門性の高い内容で
講義し、「もっと深く学びたい」「も

っといろいろなことを知りたい」と
いう知的好奇心の強い皆さんの期
待に応えます。「文学を学ぶ喜び」
を、ぜひ体験してください！
 ▶１限＝10時30分～12時
　▶２限＝12時50分～14時20分
　▶３限＝14時30分～16時
 渋谷キャンパス120周年記念１号館
２階
無料
高校生（教諭含む）
 本学ＨＰ（https://www.kokugakuin.
ac.jp/event/45445）から申込用
紙をダウンロードし、必要事項を
記入して郵送（〒150-8440渋 谷
区東４-10-28国学院大学文学部資
料室付文学塾事務局宛）、 （03・
5466・4814）、 （bun_siryo@
kokugakuin.ac.jp、件名を「文学

塾受講申込」に）で。複数講座受講
も可能。各講座の定員に達し次第、
締め切ります。

文学部資料室
　（☎03・5466・4813）

キャリアサポートキャキキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキキキキキャキキキャャャキャャャャキキキキキャ アリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャ アリリリアアアャリアアアリアリリャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアサポサササポポポアサポポポササササア ポートポポーートトトトーーポポーポポ トトポ トトポポ トトトトキキキキキキキキキキキキキキキキ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

ＯＢ・ＯＧアドバイス会 
 各業界で活躍する先輩から、企業の
人事担当者には聞きづらい実践的ア
ドバイスを聞けます。
２月17日㈯
13時10分～　※入退場自由
３年生

模擬面接トレーニング 
 面接は「慣れ」が重要です。現役の
人事担当者による模擬面接で、実践
的なアドバイスをもらえます。
２月21日㈬～23日㈮
３年生

ＳＰＩ非言語直前対策講座 
 ＳＰＩの非言語分野の中でも重要な
科目を集中して対策をする講座で
す。自分の実力に合わせてコースを
選択して受講でき、人気企業のボー
ダーラインである偏差値60以上を
目指します（苦手な人は基礎編受講
を推奨）。 
　※ 基礎編・初級編の内容について

は、11月実施の「ＳＰＩ非言語
対策講座」と重複する部分があり
ますのでご注意ください
 ▶基礎編＝２月14日㈬
　▶初級編＝２月15日㈭
　▶応用編＝２月16日㈮
いずれも10時～15時40分
３年生

直前対策講座 

 就職活動直前の不安を抱えている３
年生に、就職活動の基礎から見直す講
座を開催します。実践を交えた講座
で、２月中に復習、準備をしっかり行
い、３月のスタートに備えましょう。
・
　▶ 書類自己ＰＲ編＝２月６日㈫午
前、９日㈮午後

　▶ 業界職種研究編＝２月６日㈫午
後、９日㈮午前

　▶ グループディスカッション編＝２
月７日㈬午前、８日㈭午後

　▶ 面接編＝２月７日㈬午後、８日㈭
午前
３年生
※ 詳細確認・申し込みはＫ-ＳＭＡＰＹ
のキャリアサポートシステムから

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博博博博博物物物博博博博博博博博物物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館館館物物物物 館館館館館館物物物物 館館館館館館館館物物物物物物物物物
無料
 10時～18時（入館は17時30分まで）
　※３月12日㈪は休館

企画展「吉田家：神道と典籍を伝
えた家～国学院大学図書館 
所蔵吉田家旧蔵資料～」 

 吉田兼倶（1435～1511）によって
大成された「吉田神道」（唯一神
道、卜部神道）は、室町時代後期か
ら江戸時代まで、神道界の中で大き
な勢力を持っていました。
　 吉田家は吉田社（吉田神社＝京都）の
神職を務めた卜部氏の一流で、平野
家とともに『日本書紀』をはじめとす
る古典や、神々や祭祀に関わる知識

（神祇故実）に通じ、それらを継承す
ることを使命としていました。吉田
神道は、その家業や家学を基礎に、仏
教・道教・陰陽道なども取り込んだ新
たな神道であったといえます。
　 吉田家が伝えてきた古典籍・古文書
は昭和20年代に分散してしまい、
国学院大学図書館は、その一部を所
蔵しています。本展では、その吉田
家旧蔵の古文書、古典籍、絵画を中
心に展示します。
　 本学所蔵の吉田家旧蔵資料がまとめ
て展示されるのは今回が初めてで
す。
３月３日㈯～４月15日㈰
博物館企画展示室
※ 博物館関連イベントの問い合わせは
　☎03・5466・0359まで

文学塾 講義一覧

３
月
24
日
㈯

▶ 日本文学科（統一テーマ「『羅生門』徹底〈解体〉―近代から古典まで―」）
１限：『羅生門』の表現を考える 井上明芳准教授

２限：羅生門、鬼から知るか？蛇から知るか？ 飯倉義之准教授

３限：今昔物語集への日本語学的アプローチ 吉田永弘教授

▶外国語文化学科
１限：中国南方民族の言語と神話 黒澤直道教授

２限：母国語話者の謎 出世直衛教授

３限：世界を巡る釈迦伝 岩瀬由佳教授

３
月
25
日
㈰

▶中国文学科
１限：『論語』の言葉で考えよう 石本道明教授

２限：『漢書』東方朔伝を読む～中国古代の文学者の憂鬱 宮内克浩准教授

３限：中国の招魂歌と招魂儀礼 浅野春二教授

▶史学科
１限：縄文時代の岩陰遺跡を発掘する 谷口康浩教授

２限：中国の歴史展開と地理 金子修一教授

３限：春宮坊からみた承和の変 佐藤長門教授

▶哲学科
１限： かつて、チェルノヴィッツという街があった 藤野寛教授

２限：19世紀ジャポニスムの時代 小池寿子教授

３限： ＡＩやロボットは心を持ちうるか？
　　　―「心の哲学」の授業から 金杉武司教授
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　三井住友VISAカードと提携したクレジットカー
ド「国学院カード」をぜひお手元に。在学生には
「国学院カード」、卒業生・教職員には、「同クラシ
ック」と「同ゴールド」をご用意しています。付帯
サービスも続々追加予定です。ぜひ本学WEBサイ
ト内「国学院カード」申し込みページからお申し込
みください。

商品名

国学院カード 国学院カード クラシック 国学院カード ゴールド

追加カード
ラインナップ

入会資格 学生の方 卒業生および修了者の方 /教
職員の方 /関係者の方

卒業生および修了者の方 /教
職員の方 /関係者の方

申込資格

満 18歳以上の学生
（進学予定の 17歳は対象）
※ 国学院大学生活協同組合への加入が
必須条件になります。

満 18歳以上の方
（学生は除く）

原則として、満 30歳以上で、
ご本人に安定継続収入のある方

（学生は除く）
※ ゴールドカード独自の審査基準によ
り発行させていただきます。

年会費 無　　料
・初年度無料　　　　　　　
・２年目以降 1,250 円 ＋ 税
ただし、前年に50,000円カー
ド利用で無料

10,000 円 ＋ 税
マイ・ペイすリボ＋Web明細により

初年度無料

卒業生も必携！
「国学院カード」
卒業生も必携！
「国学院カード」

「国学院カード」申し込みページURL「国学院カード」申し込みページURL
https://www.kokugakuin.https://www.kokugakuin.
ac.jp/graduate/service/p3ac.jp/graduate/service/p3

トインフォダイジェス 内容　 日にち　 時間　 場所　 対象　 申し込み　 料金　 問い合わせ
…… 在学生　 …… 卒業生　 …… 一般　 合合 …… 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大大学大大大大学大大学学大学学学学学学学大学学学学学学学学学学学大学大学学学大学大学大大大大大大大大大大大大大大大大学から学か学か学かかかかかかかかかかからからら学 らららからからかかかかかかかかかかかかかかか学か学かか学か学学学学 らららららららららららららららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 ののののののののののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

２・３月中の事務室開室および 
証明書自動発行機稼働日程 

　２・３月中の下記事務室の開室と証
明書自動発行機の稼働日時は、渋谷・
たまプラーザキャンパスとも本学ホー
ムページを参照してください。
▶ 神道研修事務部、教務課、学修支援
センター、ボランティアセンター、
ＬＬＣ、教職センター、大学院事務
課、学生生活課、保健室、学生相談
室、キャリアサポート課、国際交流
課、たまプラーザ事務課、図書館、
コンピューター自習室

平成29年度の成績通知と 
卒業者の発表 

 Ｋ-ＳＭＡＰＹで発表（４年生は卒
業判定を兼ねます）、専攻科・別科
は教務課窓口にて配付します。
３月３日㈯

国学院大学生協への出資金返還 
 生協加入時に預かった出資金の返還
手続きを開始します。
３月３日㈯～
営業時間内
生協事務所（渋谷・たまプラーザ）
今年度卒業生
※ 生協事務所の営業時間は生協ホー
ムページを参照（http://www.
kgucoop.or.jp/）

オープンカレッジ 
平成30年度受講生募集  

 ４月に開講する55講座の受講生を
募集します。特別講座を除く各講座
には独自の単位を設定。累積32単
位となった時点で「国学院大学オー
プンカレッジ修了証」を授与しま
す。
・ ・ 別表参照
 ・ ［入会金］
　▶一般＝5000円
　▶ 院友（本学卒業生）、若木育成会
会員（在学生保護者など）、本学
科目等履修生、他校学生・生徒＝
3000円

　▶ 本学学生・本法人教職員＝無料
［更新料（４年間有効）］

　▶一般＝3000円　▶院友＝2000円
　▶ 本学学生・本法人教職員＝無料
　　［受講料（テキスト代は含まれず）］
　▶ ５回講座＝１万円、10回講座＝
２万円、15回講座＝３万円、20
回講座＝４万円

※ 若木育成会会員、本学学生・本法人
教職員、渋谷区・横浜市青葉区在住
者、他校学生・生徒は半額
 大学ホームページの専用フォーム、
またはパンフレット（電話・ＦＡＸで
請求）で開講講座を確認し、「受講申
込ハガキ」または「ＦＡＸ用受講申込
書」で申し込みを。申し込み・受講料
納付期限は３月23日（金）。
エクステンションセンター
　（☎03・5466・0270、
　　 03・5466・0528）

イベント

大学院・法科大学院学位記授与式 

昨
年
の
様
子

 大学院の第66回学位記授与式、法

科大学院の第13回学位記授与式を
以下の通り執り行います。
３月16日㈮
11時～

 渋谷キャンパス学術メディアセンタ
ー常磐松ホール
※ 13時30分から若木タワー有栖川宮
記念ホールで祝賀会を開催します

平成30年度　オープンカレッジ講座一覧
講座№ 講座名 講師 場 回 曜 時 時期
01 神道を知る講座14　―天皇の皇位継承と大嘗祭― 岡田　莊司 渋 10 水 10：30~12：00 通年
02 『古事記』の神話を読む 谷口　雅博 渋 10 土 10：30~12：00 通年
03 万葉集を読む　―巻二挽歌を読み直す― 土佐　秀里 渋 10 木 10：30~12：00 通年
04 万葉考古学17 杉山　林継 渋 10 水 12：50~14：20 通年
05 大人のための万葉集　―伝説歌の世界― 城﨑　陽子 渋 5 木 18：30~20：00 後期
06 目で見て学ぶ『源氏物語』　―「若菜下」巻を読む②― 大津　直子 渋 10 金 12：50~14：20 通年
07 能と文学13　―古典文学から能へ― 岩崎　雅彦 渋 10 木 14：30~16：00 通年
08 短歌を 読む 詠む　―『万葉集』第13～14巻の鑑賞― 豊島　秀範 渋 10 木 14：30~16：00 通年
09 『古今和歌集』を読む　―巻五（秋下）・巻六（冬）の95首― 中村　幸弘 渋 10 金 12：50~14：20 通年
10 文学の風景　―作家の出発期― 岡崎　直也 渋 10 土 10：30~12：00 前期
11 中国の神話・伝説　―中国古代の人々の心― 松田　　稔 渋 10 木 12：50~14：20 後期
12 『論語』を読む　―朱子の注釈・日本人の解釈― 石本　道明 渋 10 火 10：30~12：00 通年
13 史料でたどる日本と東アジアの古代史６　―男と女の古代史― 佐藤　長門 渋 10 水 10：30~12：00 通年
14 折口信夫・釋迢空研究16　折口信夫『死者の書』を読む 小川　直之 渋 10 土 12：50~16：00 前期
15 日向の神話と神楽（宮崎県との連携講座） 小川　直之 渋 10 土 12：50~16：00 後期
16 週末の『源氏物語』講座（夕顔篇３～若紫篇１） 大津　直子 渋 20 土 12：50~14：20 通年
17 最終版・風水思想と東アジア 渡邊　欣雄 渋 10 水 12：50~14：20 通年
18 民俗学からみる日本の神々と祭り（前期） 新谷　尚紀 渋 5 水 14：30~16：00 前期
19 民俗学からみる日本の神々と祭り（後期） 新谷　尚紀 渋 5 水 14：30~16：00 後期
20 豊臣政権と五つの「家」 矢部健太郎 渋 5 月 12：50~14：20 後期
21 歴史の捉え方　―人間こそが主人公― 松平　定知 渋 10 月 14：30~16：00 通年
22 『平家物語』一の谷合戦譚を読む 野中　哲照 渋 10 水 10：30~12：00 通年
23 遊べる日本美術４　―日本美術にみる美人の系譜― 藤澤　　紫 渋 10 火 18：30~20：00 通年
24 華道に学ぶ　～一花一葉に心を洗う～　 鳥居　茜月 渋 10 水 12：50~14：20 通年
25 グローバリズムとナショナリズムの国際情勢 久保田るり子 渋 10 金 18：30~20：00 通年
26 かなの鑑賞と実作　―重之集に学ぶ― 名児耶　明 渋 10 月 12：50~14：20 前期

27 漢字（一）楷書・ペン習字 <初級・中級>
―漢字の基礎・古典の臨書（1）― 小嶋　憲次 渋 10 月 14：30~16：00 前期

28 漢字（二）楷書 ・ペン習字<初級・中級>
―漢字の基礎・古典の臨書（2）― 小嶋　憲次 渋 10 月 14：30~16：00 後期

29 漢字（三）楷書と草書〈初級・中級〉関中本「真草千字文」を学ぶⅠ 筒井　茂徳 渋 10 木 14：30~16：00 前期
30 漢字（四）楷書と草書〈初級・中級〉関中本「真草千字文」を学ぶⅡ 筒井　茂徳 渋 10 木 14：30~16：00 後期
31 漢字（五）行書〈初級・中級〉―王羲之「集字聖教序」を習う― 野村ひかり 渋 10 金 10：30~12：00 前期
32 漢字（六）行書〈初級・中級〉―王羲之「喪乱帖」「孔侍中帖」を習う― 野村ひかり 渋 10 金 10：30~12：00 後期
33 日本の漢字（一）行書・草書〈初級・中級〉―空海・最澄を習う― 石井　清和 渋 10 木 12：50~14：20 前期
34 日本の漢字（二）行書・草書〈初級・中級〉―空海・最澄を習う― 石井　清和 渋 10 木 12：50~14：20 後期
35 仮名（一）〈初級・中級〉―美しい仮名を書きたい人のために― 杉浦　妙子 渋 10 火 12：50~14：20 前期
36 仮名（二）〈初級・中級〉―美しい仮名を書きたい人のために― 杉浦　妙子 渋 10 火 12：50~14：20 後期
37 仮名（三）〈初級・中級〉仮名書道の楽しみ―散らし書き― 橋本　貴朗 渋 10 月 10：30~12：00 前期
38 仮名（四）〈中級〉　―本阿弥切― 橋本　貴朗 渋 10 月 10：30~12：00 後期
39 仮名（五）〈中級〉「高野切第三種」と同筆同系統古筆の研究 髙城　弘一 渋 10 金 12：50~14：20 前期
40 仮名（六）〈中級〉「関戸本古今和歌集」と同筆同系統古筆の研究 髙城　弘一 渋 10 金 12：50~14：20 後期
41 篆刻（一）〈初級〉　―篆書・篆刻に親しむ― 田村南海子 渋 10 水 10：30~12：00 前期
42 篆刻（二）〈初級〉　―篆書・篆刻に親しむ― 田村南海子 渋 10 水 10：30~12：00 後期
43 神道の歴史　―京都の祭礼から読み解く― 大東　敬明 た 10 火 10：45~12：15 通年
44 『古事記』下巻を読む　―仁徳記― 渡邉　　卓 た 10 木 10：45~12：15 通年
45 源氏物語講読　―「澪標」「蓬生」の２帖を読む―  林田　孝和 た 10 金 14：50~16：20 通年
46 松尾芭蕉の紀行文を読む　―『野ざらし紀行』― 中村　正明 た 10 金 14：50~16：20 通年
47 『承久記』を読む 野中　哲照 た 10 金 10：45~12：15 通年
48 目で見て学ぶ『源氏物語』　―「帚木」巻を読む②― 大津　直子 た 15 金 14：50~16：20 通年
49 『万葉集』の恋歌を楽しむ　―大伴家持の青春時代― 鈴木　道代 た 10 木 10：45~12：15 通年
50 俳句の楽しみ 波戸岡　旭 た 10 木 14：50~16：20 通年
51 漢詩の味わい　―『おくのほそ道』のなかの漢詩の世界― 波戸岡　旭 た 10 木 14：50~16：20 通年
52 『大鏡』を読む　―摂関政治と平安文学史上の有名人たち― 中村　幸弘 た 10 月 13：05~14：35 通年
53 芥川龍之介を読む 安西　晋二 た 10 月 14：50~16：20 通年
54 健康と運動の心理学　―こころの健康を保つコツ― 伊藤　英之 た ５ 火 13：05~14：35 前期

55
共催　一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団・互助会保証株
式会社・株式会社冠婚葬祭総合研究所
特別講座　「儀式創新―過去から学ぶ現代の潮流―」

石井　研士 渋 5 金 14：30~16：00 通年

※講座番号が白字のものは新規開設講座、場所の「渋」は渋谷キャンパス、「た」はたまプラーザキャンパス

　「国学院大学学報」は、本学のニ
ュースや学生・院友（卒業生）・教
職員の活躍をお届けする機関紙（年
11回発行、８月は休刊）です。定
期購読をご希望の方は、広報課まで
はがき、FAX、メールでご連絡くだ
さい(年間購読料：500円〈税込み
・送料含む〉）。連絡先は、１面参
照。

本学の機関紙を
定期購読してみませんか？



尾澤　桃子
（法３）

恵比寿ガーデン
プレイスの38階
にあるスカイラ
ウンジで東京の
夜景を眺める

尾
（

恵
プ
に
ウ
夜

並木橋交差点近
くの定食屋で担
々麺を食べて頑
張った自分にご
褒美

本間　由
（日文３）

原宿や中目黒で
古着屋をハシゴ
する。たまには
下北沢まで足を
延ばすことも

柳下　桂一郎
（史３）

部活帰りに友人
と、大学近くの
おいしいラーメ
ン屋さんを開拓
する！

部
と
お
ン
す

鈴木　亜美
（日文１）

代々木公園まで
運動を兼ねて歩
き、ベンチに座
りながら考えご
とをする

代
運
き
り
と

山本　莉紗子
（外文２）

落ち込んだ時は
地元吉祥寺のカ
フェへ。仲間で
集まって楽しく
過ごします

後藤　哲冶
（日文２）

大学帰り何してる？テーマ
　渋谷だけではなく、表参道、恵比寿、代官山へも歩いて
15分ほどの渋谷キャンパス。授業の後に少し足を延ばし
て、学生は思い思いの時間を過ごしています。

永井　伶奈
（日文４）

南青山の根津美
術館で展覧会を
見たあとに、庭
園の散策やお茶
をしてくつろぐ

永
（

南
術
見
園
を

石原　礼菜
（日文１）

友人と一緒に、
渋谷のLOFTや
東急ハンズでか
わいいコスメ探
し！

石
（

友
渋
東
わ
し

　平昌大会に挑む日本代表チームの強みは、「安定
感」だと中北浩仁監督、須藤悟主将は口を揃える。現
在、日本代表選手の平均年齢は41歳。強豪国の米国
やカナダに比べれば圧倒的に年齢が高い。中には、パ
ラ大会に４度出場している大ベテランもいて、他国に
比べ大舞台の経験が豊富であることが、チームの安定
感を生み出している。
　28歳から61歳まで親子ほども年の差がある選手た
ちの間には、臆せず互いに意見を交わしあう雰囲気が
ある。合宿の練習中も、シュートやパス回しについ
て、意見を交わしあう選手の姿が目立っていた。チー
ムの高い結束がうかがえる。
　氷上をすばやく滑走し、ボディーチェックをしなが
らパックを奪う様子からは、障がいも年齢も感じさせ
ない迫力が伝わってくる。
　「ソチ大会は本大会出場をかけた予選で敗退し、辞め
ていった選手もいた。チームはつらいときを乗り越え

てきた。３月の本番に向けてモチベーションを高め、
メダルに絡める結果を残したい」と中北監督は語る。
　今大会は、ＮＨＫで中継される予定だ。メダルを狙
うパラアイスホッケー日本代表の激しい戦いをテレビ
で見届けてほしい。 〈取材〉本間

　今回の企画はCHALLENGED ATHLETE PROJECTとコラボしたものです。同プロジェクトホームページ（下記ＵＲＬ）に詳し
い合宿の様子を掲載しています。併せてご覧ください。 https://www.challeath.com/detail.php?rid=475

　韓国・平昌で開かれるパラリンピック
大会（３月９～18日）が目前に迫って
いる。２大会ぶりにパラ大会に出場する
パラアイスホッケー日本代表チーム。
2010年のバンクーバー大会では強豪の
カナダを下し、過去最高の銀メダルを獲
得している。学生記者は国内で強化合宿
中の代表チームに直撃した。

学生記者が学生学生

パラアイスホッケー　下肢に障がいのあるアスリートによる「アイスホッケー」。パックを相手ゴールに入れると得点となるルールはアイスホッケーとほぼ同じだが、選手は「スレッジ」と呼ばれるそりに下半身を固定した状態で乗り、２本のスティックを両手に持ち試合をする。「ボディーチェック」といわれる体当たりが認められており、その激しさから「氷上の格闘技」と称されている。

パラアイスホッケー直撃取材
！

パラアイスホッケー直撃取材
！パラアイスホッケー直撃取材
！

パラアイスホッケー直撃取材
！

抜群の「安定感」でメダル獲
得へ

平昌パラリン
ピック直前

K:DNA

柔道部

部員たちが運営し
松尾三郎杯争奪全国選抜
高等学校柔道大会
　第31回国学院大学松尾三郎杯争奪全国選
抜高等学校柔道大会（国学院大学柔道部主
催、毎日新聞社後援）が、昨年12月24日に
たまプラーザキャンパス体育館で開催され
た。
　大会には、全国64校が出場。１校５人
で対戦する団体トーナメント戦で進められ
た。決勝戦では、桐蔭学園（神奈川）が国士
舘（東京）を下し、２連覇を果たした。３
位は、日本体育大荏原（東京）と崇徳（広
島）。優秀選手には賀持善道（桐蔭学園）、千
野根有我（同）、酒井陸（国士舘）、内藤彪我
（日体荏原）、八木郁実（崇徳）の５選手が
選ばれた。
　本大会は、松尾三郎元理事長のスポーツ振
興、とりわけ柔道振興に尽力した功績を顕彰
することなどを目的に毎年開催され、柔道部
員が主体となって運営している。

蹴球部

東京都大学サッカー連盟
新人大会で優勝
　アンブロチャレンジ2017第49回東京都大
学サッカー連盟新人大会で、本学蹴球部が優
勝した。昨年12月２日から始まった予選リ
ーグを１位で突破した同部は、決勝トーナメ
ントも接戦を制して決勝に進んだ。23日に
味の素スタジアム西競技場で行われた帝京大
学との決勝戦を延長戦の末２ｰ１で勝利し優
勝を果たした。
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　　 射撃競技を始めようと思ったきっかけは
小林選手（以下、小林）　大学に入ったら何かを
始めたいと漠然と考えていました。そんなとき、
テレビのドキュメンタリー番組で、ある高校の射
撃部の活動が紹介されているのを見て、銃を構え
て集中している姿に魅力を感じました。心を落ち
着かせて標的を狙うという競技の特性にも興味を
持ちました。大学から始める人も多いので、スタ

ートラインが同じなら新しく始めても上位を狙え
るのではないかと考えました。
　　 競技としての難しさは
小林　始めて感じたのは、想像以上に繊細な競技
だということです。射撃という競技は「意思のス
ポーツ」だと思うんです。ただ標的を狙って引き
金を引くという行為でしかないのに、練習不足や
心の乱れ、迷いがあると成績に如実に表れてしま

　射撃部に所属する小林直人選手（史４）が昨年９月に埼玉県内で開催された「平成29年度関

東学生スポーツ射撃選手権大会秋季大会」の50mライフル伏射60発競技男子個人で準優勝を飾

った。小林選手は初心者として大学から新たに射撃競技を始め、４年間のひたむきな努力を結実

させた。

競技開始から３年半で関東準Ｖ

射撃競技は「意思のスポーツ」

射撃部
小林直人選手

インタビューの詳細は、本学ホームページ内
「国学院メディア」に掲載

います。これをすれば必ず当たるようになるとい
う答えはありませんから、なるべく視点を増やす
ようにしています。

沿道で見た箱根駅伝
  応援・サポートに込められた思い
　正月の風物詩ともいえる箱根駅伝には全国から注目が集まる。全10区
間217.1kmの過酷な戦いに挑む選手たちに、沿道からの熱い声援は途切
れることがない。本学では、大学・院友会などによる「駅伝応援の会」が
中心となり、多くの院友、父母、学生、教職員が全10区間の20を超える
応援ポイントから声援を送った。 

　また、大手町と箱根・芦ノ湖のスタート・ゴール近くでは、全学応援
団、吹奏楽部、ドリル競技部ＳＥＡＬＳの応援３部会が応援のパフォーマ
ンスを披露。陸上競技部員は裏方として選手を支えた。
　現地で選手を励ます人々は、どのような思いを込めて応援していたの
か。学生記者が沿道で出会った人々の声をまとめた。

① 応援に込めた
　思い

② 沿道で応援して
今思うこと

大峰真也さん（全学応援団団長、経営４）
① 会場を盛り上げるために、まず
自分たちが楽しんで、周りも楽
しませ、大きな声援をしっかり
と選手に届けなければ、という
気持ちで応援をしてきました。

① 応援が選手に届いていることを信
じて、手を抜かずに練習してきまし
た。選手がつらいときや孤独を感じ
たときに、自分たちの応援が活力に
なっていたらうれしいです。

小林理美さん（吹奏楽部、子支４）
① 箱根駅伝は、（自分も）選手も思い
入れのある大会。３部会で協力し
て作り上げてきた最高の応援を、
しっかり選手に届けられるよう
にと思って頑張りました。

福島由恵さん（ドリル競技部ＳＥＡＬＳ応援リーダー、子支３）

鶴見～大手町 〔冷たい強風が吹く中、応援３部会（全学応援団・吹奏楽部・ドリル競技部）の学生が、懸命にエールを送った〕10区

８区を走った
松永拓馬選手（法４）のご家族 
① ４年生なので最後の箱根駅伝。とにかく
無事に走ってほしいと思って応援しまし
た。

谷口水綺さん（陸上競技部マネージャー、経ネ４）
① シードを獲って最後（の箱根駅伝）を終わってほしいと
いう気持ちが強くありました。
② 今年の夏合宿での練習も、４年生が主体となって今まで
で一番良い合宿ができていたと思います。その力が出せ
なかったのが本当に悔しかったです。

大手町 〔レース終了後、大手町で陸上競技部から結果報告が行われた〕報告会

① 昨年から実際に沿道で応援しています。選手た
ちの激走に感動し、直接見て応援したいという
気持ちになりました。
② 細身の学生が一生懸命走っている姿に衝撃を受
けました。

長谷部武さん（子ども支援学科学生の父親）

２区 鶴見～戸塚
〔「花の２区」を職場仲間と応援する、学生のご家族がいた〕

① 自分たちが学生のときは、スポーツはあまり強くありませんでし
た。元気なうちに母校が優勝する姿を見たいです。
②大学と院友が連携して快適な応援ができていると思います。

山﨑武さん（自動車部OB、昭35卒・68期文）

３区 戸塚～平塚
〔早くから「国学院大学」の旗を持ち、選手の通過を待つ１人の男性に出会った〕

舛田和大さん（経ネ３）
② （現地で）応援することでチームの一員と
して参加しているようでした。 

② 今回はボランティアとして初めて応援に参
加する学生が多かったので、初めて応援に
来た学生が少しでも楽しめるように、とい
う思いがありました。

石山昭彦さん（国際交流事務部次長）

１区 大手町～鶴見
〔早朝にもかかわらず、品川駅前の本学指定応援ポイントには20人以上が集まった〕
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● 編集　総合企画部広報課／学生アドバイザーメディアチーム［永井伶奈（日文４）／尾澤桃子（法３）／本間由（日文３）／柳下桂一郎（史３）／後藤哲冶（日文２）／山本莉紗子（外文２）／石原
礼菜（日文１）／鈴木亜美（日文１）］

K:DNA　　創立135年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

第94回箱根駅伝

11度目の挑戦 総合14位11度目の挑戦 総合14位
下級生の力走光る下級生の力走光る
　１月２、３日に行われた第94回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅
伝）で、11回目の出場となった本学陸上競技部は総合14位だった。大会
は青山学院大学が４連覇、２位東洋大学、３位早稲田大学と続いた。
　レースは、２日午前８時に東京・大手町をスタート。１区の浦野雄平
選手（経営２）が終盤にスパートをかけた東洋大学にくらいつき、２位
でたすきをつないだ。主将・向晃平選手（健体４）がスピードに乗れず
18位まで順位を下げたが、続く青木祐人選手（経ネ２）、土方英和選手
（健体２）が区間一桁の快走で９位まで順位を引き上げた。山登りの５
区で順位を落としたものの、14位で往路を終えた。
　復路は、２年連続７区の内田健太選手（法４）が区間５位となる力走
をみせたが、先行するチームとの差は広がり、9・10区のたすき渡しと
なる鶴見中継所では繰り上げスタートまで５秒間に合わず、たすきが途
絶えた。しかしアンカー・江島崚太選手（経３）が最後まであきらめず
に上位を目指し、区間５位となる走りで、総合14位（11時間18分06
秒）でゴールテープを切った。
　レース終了後、前田康弘監督は「一桁順位が５区間あったことは収
穫。課題と収穫を未来につなげる」と語った。向主将は「頼もしい後輩
が結果を出した。国学院大学はこれから強くなる」と後輩たちのさらな
る奮起を促した。
　今回、１区２位の浦野選手をはじめ出場した２・３年生４人が区間順位
５位以内に入り、強豪校と対等に渡り合った。今回の収穫をチームの糧と
して来季の予選会突破と７年ぶりのシード権奪還に挑む。
　沿道は、本学の全学応援団、吹奏楽部、ドリル競技部SEALSのほか、学
生・教職員、そして院友や父母らの大きな声援に包まれた。 【Ⅱ面関連】

区間 氏　名 所属 区間順位
１区 浦野　雄平 経営２ ２
２区 向　　晃平 健体４ 20
３区 青木　祐人 経ネ２ ５
４区 土方　英和 健体２ ３
５区 河野　敢太 経営４ 18

区間 氏　名 所属 区間順位
６区 臼井　健太 健体１ 19
７区 内田　健太 法４ ５
８区 松永　拓馬 法４ 16
９区 熊耳　智貴 法４ 14
10区 江島　崚太 経３ ５

第94回箱根駅伝（個人結果）

順　位 大学名 総合タイム
1 青 山 学 院 大 10時間57分39秒
2 東 洋 大 11時間02分32秒
3 早 稲 田 大 11時間09分09秒
4 日 本 体 育 大 11時間09分28秒
5 東 海 大 11時間10分09秒
6 法 政 大 11時間10分20秒
7 城 西 大 11時間12分12秒
8 拓 殖 大 11時間12分32秒
9 帝 京 大 11時間13分26秒
10 中 央 学 院 大 11時間14分25秒

以上、シード権獲得
11 順 天 堂 大 11時間14分39秒
12 駒 沢 大 11時間15分13秒
13 神 奈 川 大 11時間17分08秒
14 国 学 院 大 11時間18分06秒
15 中 央 大 11時間19分26秒
16 大 東 文 化 大 11時間22分58秒
17 東 京 国 際 大 11時間22分59秒
18 山 梨 学 院 大 11時間23分24秒
19 国 士 舘 大 11時間26分42秒
20 上 武 大 11時間32分42秒

オープン参加 関東学生連合 11時間40分02秒

第94回箱根駅伝（総合順位）

１区 浦野選手

３区 青木選手

４区 土方選手

７区 内田選手

10区 江島選手
（産経新聞社提供）（産経新聞社提供）
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